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【
要
約
】
　
本
稿
は
、
従
来
手
薄
で
あ
っ
た
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
期
の
中
央
官
衙
へ
の
上
納
物
（
諸
司
納
物
）
の
納
入
制
度
を
明
ら
か
に
し
、
封
戸
物
を
含

め
た
「
納
官
封
家
品
物
」
の
納
入
制
度
の
変
遷
の
中
で
、
中
世
的
所
領
の
一
形
態
で
あ
る
便
補
保
の
成
立
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の

蒔
期
の
諸
司
納
物
は
特
殊
な
も
の
を
除
き
、
　
「
三
国
制
」
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
制
度
的
確
立
は
後
三
条
親
政
期
に
あ
っ
た
。
十
二
世
紀
後
半
以
降
、
そ

の
徴
収
形
態
で
は
、
現
地
で
微
温
す
る
「
国
下
」
が
支
配
的
に
な
る
。
こ
の
「
国
下
」
や
「
弁
補
」
の
展
開
上
に
便
篤
農
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
難
平

保
の
形
成
に
は
、
封
家
・
諸
司
側
が
私
領
を
前
提
に
し
て
そ
の
建
立
を
申
請
す
る
ば
あ
い
が
早
く
か
ら
み
え
る
の
で
、
便
韻
事
の
成
立
は
国
守
と
封
家
・

諸
司
の
「
合
作
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
封
家
・
諸
司
側
の
蝋
引
は
従
来
よ
り
大
き
く
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
内
廷
関
係
や
朝
廷
の
諸
公

事
に
関
わ
る
官
衙
で
は
、
十
二
世
紀
後
半
以
降
、
並
物
の
弁
済
状
況
の
悪
化
に
と
も
な
い
、
便
意
保
が
建
立
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
便
補
保
が
諸
司
領
と
し

て
確
立
す
る
の
は
、
鎌
倉
前
期
の
建
久
か
ら
承
久
年
間
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
鎌
倉
中
期
以
降
は
、
便
補
保
以
外
で
は
納
物
は
確
保
さ
れ
ず
、
新
た
に
「
和

市
交
易
之
課
役
」
が
諸
司
の
財
源
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
時
期
、
諸
司
納
物
の
「
六
国
制
」
は
実
質
的
な
意
味
を
失
っ
た
の

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
九
巻
六
号
　
一
九
七
穴
年
＋
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

寺
社
や
諸
司
の
所
領
と
し
て
中
世
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
便
器
保
は
、
中
世
的
所
領
で
あ
る
保
の
一
形
態
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
便
補
保

は
、
封
戸
な
ど
の
国
家
的
給
付
や
諸
司
納
物
を
国
衙
が
弁
済
す
る
代
り
に
、
保
か
ら
の
収
嵩
物
で
賄
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大
局
的
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に
み
れ
ば
、
封
戸
の
荘
園
化
と
い
わ
れ
る
現
象
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
が
、
異
な
る
側
面
も
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
便
補
保
の
建
立
に
は
在

京
の
諸
階
層
が
関
与
し
て
い
る
の
で
、
彼
ら
の
所
領
形
成
の
運
動
を
究
明
す
る
上
で
も
恰
好
の
素
材
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
便
補
保
は
様
々
な
点
か
ら
注
目
さ
れ
な
が
ら
、
独
特
の
分
析
は
少
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
成
立
を
正
面
か
ら
と
り
扱
っ
た
河

　
　
　
　
　
　
①

音
能
平
幾
の
研
究
も
、
本
論
で
紹
介
す
る
よ
う
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
全
面
的
に
便
補
保
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
露
見

保
に
関
説
し
た
研
究
は
数
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
大
き
く
二
つ
の
流
れ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
封
戸
制
度
の
解
体
過
程
で
、
封
戸
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

所
領
化
さ
れ
る
段
階
の
所
産
と
し
て
馬
面
保
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ば
あ
い
や
、
諸
司
や
諸
司
領
研
究
の
一
環
と
し
て
扱
わ
れ
る
ば
あ
い
な
ど
、

い
わ
ば
封
戸
制
度
や
諸
司
・
諸
司
領
研
究
の
流
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
官
衙
へ
の
納
物
（
以
下
「
納
皆
済
物
」
あ
る
い
は
「
納
官

物
」
と
一
括
す
る
）
の
納
入
制
度
の
変
化
の
中
で
便
補
保
を
把
握
す
る
も
の
で
、
便
補
さ
れ
る
対
象
で
あ
る
封
物
や
納
官
物
に
中
心
が
置
か
れ

て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
一
つ
は
、
国
衙
領
の
所
領
単
位
で
あ
る
保
に
関
す
る
研
究
、
い
わ
ゆ
る
保
成
立
史
の
中
で
関
説
さ
れ
る
ば
あ
い
で
、

便
補
さ
れ
る
断
領
の
性
格
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
流
れ
か
ら
述
べ
る
と
、
保
の
研
究
は
近
年
活
発
に
な
り
、
ω
保
の
所
領
形
態
、
②
保
の
類
型
、
㈲
保
を
推
進
し
た
階
層
、
㈲
保
の
特

質
な
ど
、
論
点
は
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
感
が
あ
り
、
共
通
認
識
も
広
ま
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
は
保
の
特
質
に
つ
い
て
の
理
解
に
代
表
さ
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
に
、
見
解
の
相
違
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
史
料
的
に
保
の
一
般
的
定
義
が
見
出
せ
な
い
限
り
、
現
段
階
で
は
個
別
的
分
析
を
深
め
、

そ
の
制
度
的
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
か
ら
た
と
え
仮
説
的
で
あ
れ
、
保
の
特
質
を
一
般
化
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
順
序
が
逆
に
な
っ
た
が
、
第
一
の
流
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
ま
ず
封
戸
制
度
が
な
し
く
ず
し
的
に
解
体
し
て
、
一
部
は
荘
園
や
漸
悟
保
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

転
化
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
理
解
は
、
大
石
直
正
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
、
封
戸
制
度
解
体
過
程
は
再
考
を
要
す
る
段
階
に
き
て
い

る
。
一
方
、
諸
司
な
ら
び
に
諸
司
領
研
究
は
平
安
前
期
あ
る
い
は
南
北
朝
か
ら
室
町
期
が
中
心
で
あ
り
、
史
料
的
欄
約
も
あ
っ
て
か
、
平
安
後

期
は
手
薄
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
平
安
後
期
の
納
官
物
の
納
入
制
度
は
、
そ
れ
独
持
の
意
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
便
補
保
成
立
の
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前
提
と
な
る
意
味
か
ら
も
解
明
を
要
す
る
問
題
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
の
状
況
や
便
補
保
の
性
格
か
ら
し
て
、
便
補
保
は
封
物
や
納
官
物
と
保
の
こ
側
面
か
ら
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
、
後
者
の
側
面
に
関
し
て
は
保
の
一
類
型
と
し
て
便
瀬
田
を
蓄
え
、
そ
の
個
別
事
例
を
提
供
す
る
に
と
ど
め
、
前
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

納
官
物
や
縄
掛
の
納
入
輝
度
の
変
遷
の
中
で
便
補
保
成
立
を
把
え
直
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
、
平
安
後
期
に
は
「
納
官
封
家
済
物
」
と
、
細
物

と
納
官
物
が
一
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
鼠
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
封
戸
綱
度
と
納
官
物
の
納
入
制
度
は
、
共
通
の
場
で
論
ず
る
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
行
論
中
も
封
物
に
つ
い
て
関
算
す
る
所
も
あ
る
が
、
封
戸
制
度
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
は
独
持
の
分
析
を
要
す
る
問
題
も
あ
り
、
本

稿
で
は
納
官
物
（
諸
司
納
物
）
を
中
心
に
し
て
論
を
立
て
た
い
と
思
う
。

①
　
河
音
能
平
『
中
世
封
建
制
成
立
史
論
』
第
一
部
第
二
章
「
院
政
期
に
お
け
る
保

　
成
立
の
二
つ
の
形
態
」
、
他
に
便
補
保
の
個
別
研
究
と
し
て
、
感
神
院
領
「
四
ケ

　
保
」
を
素
材
と
し
た
西
山
克
「
院
政
期
に
於
け
る
便
召
継
の
形
成
」
（
『
神
道
史
研

　
究
』
第
ニ
機
翼
二
・
三
号
）
が
あ
る
。

②
竹
内
理
三
「
講
座
日
本
荘
園
史
第
十
四
講
封
戸
郷
と
便
星
野
の
荘
園
化
」
（
『
日

　
本
歴
史
』
一
二
〇
号
）
、
阿
部
猛
『
律
令
国
家
解
体
過
程
の
研
究
』
第
三
篇
第
二

　
章
「
貴
族
の
個
別
経
済
の
成
立
」
。

③
奥
野
高
慶
『
皇
室
御
経
済
史
の
研
究
』
第
二
章
四
「
主
殿
寮
領
及
び
縁
家
所
領
」
、

　
同
「
造
酒
司
領
に
つ
い
て
」
　
（
『
日
本
歴
史
』
一
一
号
）
、
橋
本
義
彦
「
太
政
官
厨

　
家
に
つ
い
て
」
（
『
謎
陵
部
紀
要
』
三
号
）
㈱
、
問
「
官
務
家
小
槻
氏
の
成
立
と
そ

　
の
性
格
」
　
（
同
前
一
一
号
）
⑧
、
同
「
大
炊
寮
領
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
二

　
九
四
号
）
⑥
。

④
現
段
階
で
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
保
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
松
岡
久
人
氏

　
（
「
百
姓
名
の
成
立
と
そ
の
性
格
」
　
竹
内
理
烹
編
『
日
本
封
建
制
成
立
の
研
究
』
）

　
の
保
は
別
名
と
同
一
実
態
で
あ
る
が
、
在
家
群
に
即
し
て
み
た
名
称
で
あ
る
と
い

　
う
理
解
を
展
開
さ
せ
、
保
は
住
人
別
支
配
を
認
め
ら
れ
た
所
領
で
あ
り
、
別
名
一

　
般
と
し
て
理
解
で
き
な
い
と
す
る
義
江
彰
夫
氏
（
「
『
保
』
の
形
成
と
そ
の
特
質
」

　
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
二
二
編
　
号
）
の
見
解
に
代
表
さ
れ
る
保
の
所

　
領
形
態
に
そ
の
特
質
を
求
め
る
見
解
と
、
保
の
建
立
に
は
国
守
が
負
っ
た
何
ら
か

　
の
負
担
を
所
領
に
転
化
し
た
ば
あ
い
が
多
い
と
す
る
網
野
善
彦
氏
（
「
荘
園
公
領
制

　
の
形
成
と
構
造
」
　
竹
内
理
三
編
『
土
地
制
度
史
1
』
）
の
理
解
の
よ
う
に
、
立
保
の

　
条
件
で
あ
る
国
守
と
保
の
領
有
者
と
の
関
係
か
ら
特
質
を
導
き
出
す
見
解
と
が
、

　
大
き
く
分
か
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
　
他
に
保
の
研
究
と
し
て
、
清
水
三
男

　
『
日
本
中
世
の
村
落
』
第
一
部
第
二
章
「
保
と
村
落
」
、
大
山
喬
平
「
国
衙
領
に
お

　
け
る
領
主
舗
の
形
成
」
（
『
史
林
』
第
四
四
巻
一
号
）
、
坂
本
賞
三
『
日
本
王
朝
国
家

　
体
制
論
』
第
二
編
第
三
章
第
二
節
「
中
世
的
所
領
の
四
類
型
亡
、
　
竹
内
理
三
「
保

　
の
成
立
」
　
（
森
克
己
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
対
外
関
係
と
社
会
経
濱
』
）
、
田
村
裕

　
「
周
防
国
与
濁
保
の
性
格
と
国
衙
補
任
地
頭
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
研
究
』

　
一
一
九
号
）
㈲
、
同
「
中
世
前
期
国
衙
体
擬
下
に
お
け
る
在
地
領
主
の
存
在
形
態
」

　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
三
巻
）
⑧
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
論
点
を

　
提
供
し
て
い
る
。

⑤
　
大
石
直
正
「
平
安
時
代
後
期
の
徴
税
機
構
と
荘
園
制
」
（
『
東
北
学
院
大
学
紀
要
』

　
創
刊
号
）
㈱
。

⑥
　
十
二
世
紀
の
史
料
に
は
、
国
司
の
中
央
へ
の
納
物
を
総
称
し
た
「
神
社
仏
寺
封
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家
納
窟
二
物
」
　
（
保
安
三
年
十
一
月
髄
五
日
伊
賀
隅
司
解
案
、
東
大
寺
文
書
四
ノ

五
　
『
平
安
遺
．
又
』
｝
九
七
四
号
）
や
、
　
「
納
官
封
家
謝
謝
」
（
『
長
秋
記
』
大
治

四
年
二
月
十
七
日
条
）
と
い
う
用
語
が
み
え
る
。
本
文
で
も
し
ば
し
ば
使
用
す
る

「
納
官
済
物
」
や
「
納
官
物
」
は
、
こ
の
用
法
か
ら
神
社
仏
寺
以
下
諸
封
家
へ
の

納
物
を
除
い
た
朝
廷
へ
の
そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
に
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
た

だ
納
官
書
物
は
諸
司
納
物
を
も
包
摂
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
十
一
・
十
二
世
紀
に

は
厳
密
に
は
諸
司
納
物
と
は
い
え
な
い
永
宣
旨
召
物
な
ど
と
蓑
現
さ
れ
る
剥
廷
の

仏
神
事
以
下
公
事
の
落
物
も
諸
司
が
扱
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
特
別
の
場
合

も
除
い
て
、
諸
司
納
物
と
納
官
黒
物
と
を
区
別
し
な
い
で
用
い
て
い
る
。
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第
【
章
　
納
官
済
物
の
納
入
舗
度

第
一
節
　
納
官
済
物
の
「
料
国
制
」

　
中
央
諸
官
衙
へ
の
納
物
で
あ
る
聴
官
済
物
は
、
十
一
・
十
二
世
紀
に
お
い
て
、
い
か
な
る
制
度
の
下
に
確
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
こ
の
納
官
済
物
の
納
入
制
度
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
四
月
日
主
殿
寮
年
預
洋
語
方
解
案
（
以
下
「
主
殿
白
上
」
と
略
す
）
に
よ
れ
ば
、
表
①
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で

は
年
別
油
・
大
嶺
米
・
仕
丁
な
ど
の
主
殿
寮
納
物
は
、
年
間
の
納
物
数
を
定
め
、
国
毎
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
造
酒
司
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

鎌
倉
中
期
に
は
、
表
②
の
ご
と
く
、
造
酒
層
理
米
や
大
翼
果
の
負
担
国
と
年
問
の
所
済
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
司
納
物
が

年
間
の
所
済
数
を
定
め
て
国
毎
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
制
度
を
、
納
愚
草
物
の
「
料
国
津
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
　
「
海
国
制
」
を
と
る
納

愚
物
は
、
造
酒
司
納
物
が
造
酒
予
料
米
と
大
黒
米
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
に
典
型
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
別
し
て
そ
の
官
衙
が
朝
廷
内
で

分
掌
す
る
職
掌
を
果
た
す
た
め
の
諸
物
品
と
官
人
の
俸
禄
で
あ
る
大
根
米
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
廿
四
手
内
蔵

　
　
　
　
③

寮
領
等
目
録
に
よ
れ
ば
、
大
穣
米
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
が
、
内
侍
所
供
神
物
・
御
壁
予
料
（
米
）
・
御
殿
油
・
御
子
紅
花
な
ど
の
内
蔵
寮
納
物

に
つ
い
て
は
、
同
様
の
「
料
国
制
」
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
　
「
下
国
制
」
を
と
る
納
官
製
物
が
便
補
保
に

転
化
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
平
安
末
・
鎌
倉
期
に
お
い
て
、
内
蔵
寮
・
主
殿
寮
・
造
酒
司
や
官
厨
家
な
ど
、
内
廷
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表　①　主殿寮納物料国表

文治六年四月日主殿寮年預諸生方解案

鰍戯画濡，1仕る 便補保・その他

賀
勢
張
河
江
置
尺
豆
尊
神
総
総
江
濃
濃
野
野
塩
箭
賀
登
中
後
波
後
馬
幡
雪
雲
磨
作
前
中
後
芸
防
雪
伊
波
岐
予
佐
野
岐
府
…
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰
壱
宰
…

伊
俳
尾
参
遠
駿
甲
伊
相
武
上
下
近
美
跳
上
下
寝
端
加
能
器
品
丹
磁
石
閣
早
出
播
美
丁
寧
備
安
周
長
紀
阿
讃
伊
土
大
一
…
摂

5．2150

0．7359

5．7101

5．4505

4．e590

1．leoo

2．2792

0．3157

0
｛
b
O
1
0

5
4
2
0
3

n
j
4
0
D
O
O

6
1
1
1
8

6
D
ρ
Q
O
O
O
0
0
丞
幽
4
0
凸
U

2
4
7
1
P
D
O

n
j
8
7
9
臼
0
（
U

n
j
8
4
8
4
3

0
0
4
0
0
0
n
U
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
角
b

8
6
0
8
0
0
7
0
0
4
8
0
2
1
7
0
0
0
0
0

6
9
7
7
0
0
9
5
0
4
2
0
7
5
0
4
0
0
0
0

お
田
㎝
0
5
％
駐
玲
9
。
餌
□
認
四
脚
妬
％
弼
2
。
o
。
o
。
。
。

0
0
0
5
3
4
5
3
2
3
0
1
5
2
2
3
2
0
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

100

0
0

0
F
D

1
1

125（L1［手t男lj米）

　　147

11e

147

88．9

76，044

190．8

245

219

120

1
1
5
4
　
5
1
1
王
21
1
1
　
1

Q
り
2

3
1
　1
1

便補保（押立郷）

便補保

目皿保（飯岡郷→宇野村）

便補保（小刑部郷）転倒

便補保（入江郷）

便補保

年男］1闇闇

井杓

汲部

370

15枚

10口

建武三年十二月廿七日
光厳上皇院宣

半生保

押立保：

戸矢子・窪田保

橘島保

国安・今島保

入江保：

河内・包光撮

六十谷加納

志津保

5　（837）



表　②　造酒司納物料国表

関
係
や
朝
廷
の
恒
例
臨
時
の
諸
公
事
に
関
与
す
る
官
衙
で
は
、
少
く
と
も
そ
の
職
掌
を
全
う
す
る
に
不
可
欠
で
あ
る
諸
物
品
は
、
「
料
国
制
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
、
納
官
細
物
の
門
料
国
界
」
は
、
在
地
で
の
収
取
体
系
と
ど
の
よ
う
な
関
連
を
も
っ
て
構
想
さ
れ
て
い
た
か
、
換
言
す
れ
ば
、
　
「
料
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

制
」
を
と
る
納
官
物
は
、
制
度
的
に
国
衙
の
収
取
物
の
い
か
な
る
部
分
が
充
て
ら
れ
る
建
前
に
な
っ
て
い
た
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
マ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
…
…
就
中
近
代
詳
悉
甚
以
巨
満
、
国
郡
新
鉱
凋
弊
、
更
無
呂
立
歩
之
地
↓
在
在
人
民
併
募
昌
所
所
権
勢
↓
全
層
レ
付
昌
国
役
↓
愛
神
社
仏
寺
封
家
納
官
野
物
通
コ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　
計
其
数
（
既
望
余
情
也
、
国
内
器
量
住
人
等
出
作
公
田
所
当
官
物
僅
参
仔
軽
愚
、
縦
錐
ド
不
レ
致
二
合
勺
未
進
（
以
晶
此
所
当
（
何
可
レ
宛
二
弁
彼
済
物
数
一
哉

　
…
…
（
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同
）

便補保
大極米
　　（FN

　二二保（甘南備保）

膿黙難駕

so，e

造酒酢米
　　　　　（鱗

106．8

92．6

118．2

8L1

149，2

10Z16

50．0

57，8

1se．e

150．0

20e，0

115．4

城
和
内
泉
津
江
狭
賀
磨
前
中
後

山
大
河
和
摂
近
若
加
播
備
備
備

＊　嘉禄二年十一月三日官宣旨（r平戸記』仁治元年閣十月

十七日条所収）による。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
こ
の
保
安
三
年
（
一
＝
一
二
）
十
一
月
廿
五
日
伊
賀
国
司
解
案
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

ま
ず
「
神
栓
仏
寺
封
家
納
刷
匙
物
通
「
計
病
数
ハ
既
万
余
斜
也
」
と
、
国
衙
に
と
っ
て

納
官
物
と
封
家
済
物
が
通
計
可
能
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

納
官
物
と
管
物
の
間
に
は
、
国
衙
財
政
上
収
取
物
の
ど
の
部
分
を
充
て
る
か
に
つ
い
て

の
区
分
は
も
は
や
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

済
物
に
出
作
公
田
の
所
用
官
物
が
充
て
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
出
作
公
田
に
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
ず
、
荘
園
や
牧
の
所
当
官
物
か
ら
封
物
が
弁
済
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。
国
衙
領
に

お
い
て
も
同
様
で
、
大
恥
国
大
田
犬
丸
名
の
所
守
宮
物
の
一
部
が
造
酒
司
納
物
に
充
て

　
　
　
　
⑦

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
衙
領
・
荘
園
を
問
わ
ず
、
そ
の
一
当
官
物
が
諸
々
の

済
物
に
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
伊
賀
国
で
は
、
　
「
公
田
　
段
別
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

米
三
廓
内
京
上
納
一
斗
　
准
米
一
斗
七
升
二
合
　
油
一
合
　
見
稲
一
束
　
頴
二
束
」
と
、

公
田
官
物
率
法
の
中
に
「
京
庫
納
一
斗
」
が
制
度
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
改

6 （838）
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め
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
京
町
の
難
物
が
国
内
公
田
の
所
当
官
物
に
求
め
ら
る
べ
き
こ
と
を
、
調
度
的
に
保
証
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
⑨

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
原
則
と
し
て
国
内
公
田
の
所
当
官
物
が
、
納
受
封
家
済
物
の
財
源
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
国
衙
領
・
荘
園
を
問
わ
ず
、
そ
の
所
当
官
物
が
諸
々
の
黒
物
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
国
衙
の
収
取
体
系
上
要
撃

官
物
部
分
こ
そ
が
、
納
官
封
家
済
物
に
割
当
て
ら
れ
る
べ
き
プ
ー
ル
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
律
令
制
下
に
お
い
て
京
進
さ
れ
る
税
目
は
、
主
要
な
も
の
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、
調
・
庸
・
年
鑑
番
号
・
公
田
地
子
物
な
ど
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

そ
れ
ぞ
れ
税
目
が
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、
大
蔵
省
・
民
部
省
・
宮
内
省
・
太
政
官
な
ど
と
納
入
先
の
官
衙
も
違
っ
て
い
た
。
で
は
、
納
入
先
を

別
に
し
賦
課
形
態
も
異
な
る
種
々
の
税
目
に
よ
っ
て
中
央
財
政
が
維
持
さ
れ
る
体
捌
が
変
化
し
、
鷺
足
済
物
が
一
律
的
に
所
当
官
物
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
る
時
点
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
転
換
は
一
朝
一
夕
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
関
連
し
て
、
そ
の
時
期
を

直
接
史
料
的
に
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
々
の
贈
物
の
プ
ー
ル
と
な
っ
た
所
当
官
物
の
制
度
的
変
化
を
手
懸
り
に
す
る
こ

と
は
で
き
る
。

　
坂
本
賞
誉
氏
は
、
史
肉
的
に
は
租
に
継
起
す
る
「
格
日
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
見
米
三
斗
の
基
本
額
を
中
核
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
臨
時
雑
役

の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
交
易
雑
物
を
組
み
込
ん
だ
「
公
田
官
物
率
法
」
の
成
立
を
十
一
世
紀
の
四
十
年
代
に
求
め
、
そ
の
成
立
は
そ
れ
ま
で
の

租
税
田
と
地
子
田
の
区
別
を
制
度
的
に
解
消
す
る
と
と
も
に
、
臨
時
雑
役
の
内
容
を
二
国
平
均
役
」
に
限
定
し
、
官
物
・
雑
公
事
・
コ
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

平
均
役
」
と
い
う
中
世
的
収
取
体
系
成
立
の
発
端
と
な
っ
た
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
様
々
な
変
化
は
あ
り
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

国
家
の
土
地
か
ら
の
収
取
物
を
租
・
税
・
地
子
と
区
別
す
る
と
と
も
に
、
二
審
制
と
交
易
糊
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
租
税
体
系
の
転

換
を
意
味
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
　
「
公
田
官
物
率
法
」
の
成
立
は
、
そ
れ
ま
で
の
租
税
体
系
を
前
提
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
「
納
官
封
家

済
物
」
確
保
の
体
系
が
体
制
的
転
換
を
遂
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
「
納
官
封
家
繕
物
」

が
一
律
的
に
所
当
官
物
に
依
存
す
る
体
制
の
成
立
は
、
　
「
公
田
官
物
率
法
」
成
立
の
持
つ
多
様
な
側
面
の
一
側
面
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

7　（839）



　
主
殿
寮
で
は
後
世
、
　
「
上
古
之
例
」
と
し
て
寮
納
油
制
の
変
化
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
力
）

　
…
…
僑
引
コ
勘
旧
記
↓
去
長
口
四
年
之
比
、
諸
国
成
扁
早
損
之
愁
↓
死
骸
満
昌
道
路
叫
不
レ
継
馬
霜
曇
里
数
↓
国
内
百
姓
減
少
、
致
昌
所
渋
｝
之
時
、
同
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
終
力
）

　
廿
六
臼
本
納
言
外
、
新
里
単
磁
三
十
四
箇
国
畢
、
次
治
暦
二
年
官
符
状
云
、
不
レ
置
晶
□
早
年
↓
於
晶
当
下
説
油
｝
者
可
昌
弁
済
一
之
由
、
被
を
旦
下
一
業
、
上
古
之

　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
例
□
如
此
…
…

　
難
解
な
箇
所
も
あ
り
、
後
述
す
る
料
国
の
確
定
の
問
題
と
も
関
わ
る
の
で
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
主
殿
寮
に
と
っ
て
、
長
久
四
年
（
一

〇
四
三
）
は
「
本
納
」
舗
外
の
新
た
な
心
置
が
と
ら
れ
た
寮
納
油
遡
上
の
画
期
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
　
「
公
田
官
物
率
法
」
　
の
成
立
と
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

時
期
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
器
官
賜
物
が
所
感
官
物
に
依
存
す
る
体
制
の
成
立
を
「
公
田
官
物
率
法
」
の
そ
れ
に
求
め
た
が
、
こ
れ
は
「
料
国
制
」
を
収
取
体
系

の
上
か
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
別
に
「
島
国
制
」
を
と
る
納
官
物
の
負
担
国
と
年
間
の
所
済
数
が
各
官
衙
毎
に
定
め
ら
れ
た
時
期

が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
造
酒
司
の
例
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
モ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
…
…
而
用
途
其
遅
駆
乏
難
レ
致
一
一
合
期
百
首
↓
因
レ
之
支
コ
配
納
物
於
十
二
箇
国
嶋
被
レ
宛
一
ニ
ケ
年
之
公
事
嚇
件
色
目
載
呂
延
久
宜
旨
・
康
和
抄
帳
軸
傍
注
一
一
別

　
紙
一
所
昌
副
進
一
也
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
こ
の
嘉
禄
元
年
（
一
一
三
五
）
十
一
月
十
三
日
造
酒
司
解
に
よ
れ
ば
、
十
二
箇
年
に
割
り
充
て
ら
れ
た
造
酒
司
納
物
の
色
目
は
延
久
宣
旨
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
、
そ
の
負
担
国
と
所
帯
数
は
鎌
倉
時
代
ま
で
変
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
造
酒
司
の
例
は
他
官
衙
に
も
妥
当
す
る
だ
ろ
う
か
。

『
土
右
記
』
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）
六
月
七
日
条
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
術
）

　
…
…
入
〆
夜
匡
房
来
、
伝
レ
勅
云
≧
、
可
巨
令
レ
潅
詔
申
諸
司
損
色
及
納
物
数
井
累
代
柏
献
物
提
鞘
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
延
久
元
年
に
は
諸
司
納
物
数
の
調
査
が
後
三
条
天
皇
の
勅
令
，
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
措
置
は
後
三
条
親
政
期
の
諸
司
財
政

再
編
政
策
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
も
そ
の
例
は
あ
る
。
延
久
元
年
七
月
に
は
、
　
「
内
膳
司
僕
・
諸
国
御
厨
子
井
蟄
・
後
並
等
御
溝
」
が
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便補保の成立について（勝山）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

停
止
さ
れ
、
御
厨
子
所
か
ら
疏
菜
供
御
が
供
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
大
炊
寮
御
稲
田
料
田
が
延
久
年
中
に
、
山
城
・
河
内
・
摂
津
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

三
ケ
国
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
後
三
条
天
皇
の
延
久
年
中
、
諸
司
財
政
再
編
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
一

環
と
し
て
こ
の
時
期
、
造
酒
司
に
限
ら
ず
他
の
官
衙
に
お
い
て
も
、
　
「
同
国
制
」
を
と
る
納
官
物
の
負
担
国
と
所
済
数
が
定
め
ら
れ
た
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
後
三
条
親
政
期
に
は
じ
め
て
納
官
済
物
の
料
国
が
定
め
ら
れ
た
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
『
延
喜
式
』
に
は
三
選
春
窮
・
年
料

租
春
米
や
交
易
雑
物
・
雑
器
な
ど
の
負
担
国
と
所
歯
数
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
諸
国
の
公
田
地
子
物
が
納
入
さ
れ
る
官
厨
家
で
は
、
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

喜
十
四
年
（
九
一
四
）
八
月
、
最
小
限
の
納
物
を
確
保
す
る
た
め
、
負
担
国
営
に
納
物
の
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
九
・
十
世

紀
に
お
い
て
、
納
官
憲
物
の
定
数
化
と
負
担
国
の
直
納
の
方
向
は
決
定
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
全
面
的
展
開
を
否
定
す
る
史
料
も
あ
る
。
　
『
小

右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
六
月
十
日
条
に
、
　
「
造
酒
司
不
レ
進
二
『
醇
』
、
依
三
大
炊
寮
不
レ
度
飼
料
物
一
云
≧
、
」
と
あ
り
、
造
酒
司
が
造
騨
黒

米
を
大
炊
寮
か
ら
の
支
給
に
仰
い
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
造
酒
司
納
米
の
調
達
法
は
、
先
の
「
輝
国
制
」
の
段
階
と
異
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
初
期
に
か
け
て
の
段
階
は
、
納
官
質
物
の
定
数
化
と
国
毎
の
直
納
制
の
方
向
が
決
定
的
で
あ

り
な
が
ら
、
収
取
体
系
上
の
下
形
を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
節
で
い
う
「
料
国
命
」
は
成
立
し
て
い
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
述
し
た
主
殿
寮
の
ば
あ
い
で
あ
る
。
主
殿
寮
で
は
寮
納
油
の
制
度
上
、
長
久
四
年
が
「
本
納
」
制
外
の

新
た
な
措
置
が
と
ら
れ
た
画
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
　
「
本
納
之
外
、
新
被
曝
□
三
十
四
箇
国
畢
」
と
い
う
文
言
に
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
み
え
る
三
十
四
ケ
国
と
い
う
負
担
国
数
は
、
文
治
六
年
の
「
主
殿
寮
解
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
そ
れ
と
き
わ
め
て
近
い
の
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
こ
の
史
料
は
こ
の
長
久
の
段
階
で
、
寮
納
油
負
担
国
三
十
四
ケ
国
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
「
公
田
官
物
率
法
」
の
基
本
額
が
「
格
」
に
よ
っ
て
捌
定
さ
れ
、
　
「
納
期
封
家
平
物
」
に
手
当
官
物
が
充

て
ら
れ
る
体
糊
へ
移
行
し
始
め
る
時
期
に
あ
た
る
。
納
官
堅
物
の
「
料
国
制
」
の
成
立
は
、
こ
の
時
期
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
後
三
条
親
政
期
の
各
官
衙
毎
の
納
物
負
担
国
と
所
済
定
数
の
糊
定
は
、
こ
れ
を
う
け
、
内
廷
関
係
や
朝
廷
の
諸
公
事
の
諸
用
途
を
備
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進
ず
る
官
衙
に
重
点
を
し
ぼ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
宣
旨
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
負
担
国
と
所
済
定
数
が
、

ま
で
維
持
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
こ
れ
は
「
中
世
的
諸
司
納
物
制
」
を
確
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

①
書
陵
部
所
蔵
壬
生
家
文
書
（
以
下
壬
生
家
文
書
と
し
て
引
用
す
る
文
書
は
、
す

　
べ
て
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
）
　
『
鎌
倉
遺
文
』
四
位
○
号
。

②
　
『
平
戸
記
』
仁
治
元
年
閏
十
月
十
七
日
条
所
収
嘉
禄
二
年
十
一
月
三
日
官
宣
旨
。

③
垂
生
家
文
書
。
網
野
氏
前
掲
論
文
に
は
、
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
内
侍
所
供
神
物

　
以
下
四
種
の
納
物
の
負
担
園
・
所
済
量
と
寮
領
の
保
及
び
御
厨
・
御
薗
が
、
　
「
内

　
蔵
寮
領
国
別
表
」
と
し
て
纒
め
ら
れ
て
い
る
。

④
　
納
官
済
物
す
べ
て
が
「
料
国
制
」
を
と
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

　
主
殿
寮
納
物
の
箒
藁
や
井
杓
な
ど
の
進
納
は
摂
津
国
に
限
ら
れ
て
い
た
（
「
主
殿
寮

　
解
」
）
。
こ
の
よ
う
に
、
特
殊
な
物
品
が
特
定
の
負
担
国
に
限
っ
て
充
て
ら
れ
て
い

　
る
ば
あ
い
は
、
こ
こ
で
い
う
「
自
国
制
」
か
ら
除
い
て
考
え
た
い
。

⑥
　
東
大
寺
文
書
四
ノ
五
　
『
平
安
遺
文
』
　
九
七
四
号
。

⑥
　
天
喜
四
年
四
月
十
七
日
東
大
寺
使
神
成
則
請
文
（
エ
ー
ル
大
学
所
蔵
東
大
寺
文

　
書
　
　
『
平
安
遺
文
』
七
九
四
号
）
等
。

⑦
　
永
承
元
年
大
和
国
大
田
犬
丸
名
負
田
結
解
（
東
大
寺
文
書
四
ノ
四
十
九
　
　
『
平

　
安
遺
文
』
山
ハ
三
九
山
写
）
。

⑧
　
保
安
三
年
二
月
日
伊
賀
国
在
庁
官
入
解
（
爽
南
院
文
書
三
ノ
五
『
平
安
遺
文
』

　
一
九
五
八
号
）
。

⑨
坂
本
氏
前
掲
書
第
二
編
第
二
章
「
公
田
官
物
率
法
の
成
立
」
参
照
。

⑩
早
川
庄
八
「
律
令
財
政
の
構
造
と
そ
の
変
質
」
（
弥
永
貞
三
編
『
日
本
経
済
史

　
大
系
一
古
代
』
）
。

⑪
坂
本
琉
前
掲
書
第
二
編
第
二
章
「
公
田
官
物
率
法
の
成
立
」
。

⑫
　
坂
本
氏
は
、
氏
の
い
う
「
前
期
王
朝
国
家
」
の
収
取
体
系
が
「
官
物
」
と
「
臨

　
聴
雑
役
」
か
ら
成
っ
て
い
る
と
し
、
こ
の
両
者
は
と
も
に
総
称
で
あ
り
、
　
「
基
本

　
的
に
は
律
令
欄
的
諸
賦
課
項
目
を
継
承
し
た
と
い
う
性
格
が
濃
厚
な
も
の
で
あ
っ

少
く
と
も
鎌
倉
時
代

　
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
書
第
一
編
第
二
章
第
三
節
）
。
す
な
わ
ち
、
律
令

　
制
的
収
取
体
系
は
、
人
身
的
賦
課
か
ら
反
別
賦
課
（
名
を
単
位
と
し
た
）
へ
の
変

　
化
や
二
つ
の
系
列
へ
の
収
磁
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
基
本
的
骨
組
み
は
維
持
ざ

　
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

⑬
治
承
五
年
正
月
十
九
日
主
殿
寮
解
案
（
壬
生
家
文
書
　
『
平
安
遺
文
』
三
九
四

　
九
号
）
。
尚
、
こ
の
文
書
に
は
破
損
の
た
め
読
め
な
い
箇
所
が
あ
る
が
、
内
容
の
理

　
解
に
か
か
わ
り
、
補
充
可
能
な
部
分
は
（
）
で
補
っ
た
。
ま
ず
、
ω
「
長
□
四

　
年
」
と
あ
る
年
号
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
論
証
は
省
く
が
、
治
暦
以
前
で
あ
る
こ

　
と
と
全
国
的
に
畢
害
を
被
っ
た
と
い
う
記
述
に
注
冒
す
れ
ば
、
　
「
長
久
」
と
す
る

　
の
が
妥
当
で
あ
る
。
次
に
、
②
「
不
調
□
□
年
」
の
都
分
で
あ
る
が
、
『
朝
野
群

　
載
』
巻
第
廿
八
所
収
の
長
保
三
年
五
月
廿
三
日
宮
符
に
、
　
「
応
下
不
レ
半
割
鼻
偏
年
一

　
合
期
令
摩
進
尊
上
穀
倉
院
納
本
麓
租
穀
交
易
雑
物
事
」
と
あ
る
。
国
司
の
主
物
弁
済

　
に
関
わ
る
用
諮
で
あ
る
こ
と
と
い
い
、
前
後
の
判
明
す
る
三
鼎
の
合
致
と
い
い
、

　
こ
の
欠
損
部
分
に
は
「
任
終
」
の
字
を
入
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

⑭
封
戸
荊
度
に
お
い
て
も
十
一
世
紀
中
葉
に
制
度
的
再
編
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確

　
認
で
き
る
（
拙
稿
「
封
戸
制
度
の
変
質
と
解
体
」
未
発
表
）
。

⑮
　
『
平
戸
記
』
仁
治
元
年
闘
十
月
十
七
日
条
所
収
嘉
禄
二
年
十
～
月
三
日
官
宣
旨

　
引
用
。

⑯
　
『
扶
桑
略
記
』
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
網
野
氏
前
掲
論
文
参
照
。

⑰
　
文
保
元
年
六
月
日
大
炊
寮
領
河
内
圏
河
内
郡
御
稲
田
雑
掌
言
上
状
案
（
『
師
守

　
記
』
貞
治
三
年
一
　
月
巻
裏
露
盤
）
。

⑱
　
延
喜
十
四
年
八
月
十
五
日
官
符
（
『
政
事
要
略
』
巻
五
十
三
）
。
こ
の
官
符
に
つ
い

　
て
は
橋
本
氏
前
掲
㈹
論
文
参
照
。
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第
二
節
　
納
官
済
物
の
徴
収
形
態

便補給の成立について（勝山）

　
前
節
で
は
納
官
済
物
の
納
入
制
度
の
輪
郭
を
考
察
し
た
が
、
本
節
で
は
、
納
官
細
物
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
し
て
微
収
、
あ
る
い
は
弁
済
さ

れ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
問
題
で
も
封
書
の
そ
れ
と
共
通
す
る
所
が
あ
り
、
そ
の
成
果
を
援
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
東
大
寺
封
戸
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
関
す
る
徴
税
機
構
を
分
析
さ
れ
た
大
石
直
正
氏
の
研
究
は
、
ほ
ぼ
十
一
世
紀
中
期
か
ら
後
期
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
十
一
世
紀
段
階

の
納
愈
愈
物
の
徴
収
形
態
を
具
体
的
に
物
語
る
史
料
は
乏
し
く
、
曲
物
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
以
上
の
こ
と
は
望
み
に
く
い
の
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
こ
こ
で
は
十
二
世
紀
、
特
に
そ
の
後
期
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
先
に
あ
げ
た
文
治
六
年
（
＝
九
〇
）
の
「
主
殿
寮
解
」
に
よ
れ
ば
、
主
殿
寮
納
物
は
当
時
、
㈹
「
丹
波
　
年
別
三
石
三
斗
　
初
任
以
後
成
二

、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
油
脱
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
、

庁
宣
之
一
」
や
、
　
「
下
野
　
年
別
八
斗
三
合
…
…
前
任
已
未
済
、
当
静
坐
レ
付
昌
昌
下
文
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
司
霜
解
や
主
殿
寮
の
発
給
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
升
力
）

る
「
切
下
文
」
を
介
在
さ
せ
徴
収
が
行
わ
れ
る
ば
あ
い
と
、
⑧
「
紀
伊
年
別
油
五
石
七
面
白
□
七
合
二
勺
六
才
仕
丁
一
人
二
二
代
≧
一
迄
曽
幽

干
当
任
一
立
二
保
之
こ
と
便
補
保
が
立
保
さ
れ
る
ば
あ
い
と
、
大
き
く
分
け
て
こ
の
二
形
態
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て
い
た
。
㈲
の
便
補
任
は
改

め
て
論
ず
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
囚
の
実
際
に
主
殿
寮
の
微
収
が
行
わ
れ
る
ば
あ
い
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
承
安
二
年
（
二
七
二
）
九
月
廿
二
日
付
と
推
定
さ
れ
る
土
佐
国
雑
掌
紀
頼
兼
・
主
殿
寮
沙
汰
人
伴
下
方
問
注
記
（
以
下
「
闇
注
記
」
と
略
す
）
は
、

「
納
物
非
法
」
を
め
ぐ
っ
て
の
相
論
の
問
注
記
で
あ
る
が
、
当
時
の
納
官
物
の
徴
収
の
あ
り
方
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
…
…
件
油
如
二
国
司
解
状
一
者
、
碓
レ
称
二
国
下
↓
寮
家
為
五
思
下
一
之
［
B
也
、
…
…

と
あ
り
、
当
時
の
主
殿
寮
納
油
の
弁
済
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
幅
下
」
と
「
京
下
」
と
称
さ
れ
る
二
形
態
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
　
「
京
下
」
か
ら
み
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宣
）

　
…
…
守
方
申
云
、
難
レ
無
昌
見
済
群
書
両
切
下
文
之
後
ハ
即
無
下
也
、
…
…
年
来
依
品
便
宜
一
難
レ
請
コ
取
庁
□
丙
今
依
レ
恐
大
難
済
↓
所
レ
切
二
下
文
｝
也
、
…
…
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③

「
詠
振
」
だ
と
い
う
主
殿
寮
の
主
張
の
限
目
は
、
直
納
油
は
「
切
下
文
」
で
催
促
す
る
か
ら
「
繰
下
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、

　
…
…
勿
諸
司
納
物
事
、
不
γ
及
「
成
昌
庁
宣
一
也
、
難
件
年
中
宮
日
出
油
被
レ
切
転
轍
国
一
営
営
、
為
昌
弁
済
使
沙
汰
一
之
天
意
弁
畢
、
…
…

と
、
　
「
切
下
文
一
で
寮
使
が
弁
済
使
か
ら
催
促
徴
収
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
造
酒
司
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
…
…
右
、
備
前
国
本
司
納
物
毎
年
百
五
十
石
、
追
レ
年
無
軍
旗
済
、
難
レ
然
有
レ
限
依
レ
為
昌
納
物
嚇
成
馬
下
文
一
付
二
弁
済
画
一
敢
不
馴
継
取
一
之
間
、
□
本
司
何
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
術
可
レ
致
＝
其
之
勤
一
　
、
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
下
文
で
弁
済
使
に
対
し
司
納
物
弁
済
を
催
促
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
る
限
り
「
京
下
」
と
は
、
　
「
切
下
文
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
携
え
る
諸
司
の
使
者
が
諸
国
の
弁
済
使
（
あ
る
い
は
国
守
）
か
ら
納
官
物
を
催
促
徴
収
す
る
形
態
を
さ
す
。
し
か
も
、
こ
の
形
態
で
は
そ
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

称
か
ら
し
て
、
京
及
び
そ
の
周
辺
で
徴
収
と
弁
済
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
「
国
下
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
の
「
問
注
記
」
に
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
し
　
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
…
…
件
条
、
成
晶
庁
宜
一
天
給
レ
寮
候
畢
、
寮
使
請
文
判
行
各
別
也
、
所
詮
霜
露
同
庁
宣
一
下
コ
勲
爵
（
任
ゾ
例
請
取
畢
、
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

と
あ
る
。
ま
た
、
承
安
二
年
九
月
日
主
殿
寮
年
預
伴
守
方
解
案
に
は
、

　
・
：
・
．
・
手
躍
前
任
備
中
之
時
、
芸
嘉
月
元
年
月
無
道
間
、
不
レ
知
一
一
子
細
一
幕
鴬
野
、
為
レ
遁
昌
当
時
苛
貴
川
口
寮
之
［
一
］
十
二
華
中
、
錐
レ
成
コ
下
墨
宣
嚇

　
在
庁
依
レ
元
昌
先
例
一
不
下
［
口
、
…
…

と
あ
る
。
十
二
世
紀
後
半
の
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
窺
え
る
「
国
璽
」
と
は
、
諸
司
の
徴
税
使
が
国
司
庁
宣
を
受
け
と
り
国
に
下
向
し
、
在
庁
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

交
渉
し
て
済
物
を
徴
収
す
る
形
態
、
す
な
わ
ち
国
司
春
夏
に
よ
る
在
国
で
の
徴
収
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
国
司
無
畜
は
「
国
司
切
符
」
と
も
称

さ
れ
た
が
、
封
物
に
お
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
美
作
国
…
…
同
（
久
安
）
三
年
分
錐
レ
成
計
進
庁
宣
肖
任
終
之
間
、
不
レ
選
一
㎜
下
行
嚇
使
者
干
レ
今
在
レ
国
之
、

と
あ
り
、
同
様
の
形
態
を
確
認
で
き
る
。

　
十
二
世
紀
後
半
、
　
「
国
下
」
に
お
い
て
、
諸
司
や
封
家
の
徴
税
使
が
済
物
徴
税
の
た
め
下
国
す
る
時
携
え
た
の
は
国
司
庁
宣
で
あ
っ
た
が
、
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便補保の成立について（勝山）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

郡
・
郷
・
荘
・
別
名
か
ら
徴
税
使
が
平
心
に
よ
っ
て
三
物
を
徴
収
す
る
「
弁
補
」
と
、
こ
こ
で
い
う
「
国
憲
」
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
国
司
庁
宣
を
伴
う
「
国
下
」
の
ば
あ
い
も
、
「
当
国
例
所
≧
多
血
使
到
来
之
時
、
給
二
破
婚
一
下
二
本
国
ハ
切
調
符
庄
園
農
園
富
物
一
着
、

　
　
　
　
　
⑪

承
前
之
例
也
、
」
．
と
あ
り
、
在
庁
（
留
守
所
）
を
介
在
さ
せ
る
と
は
い
え
、
実
際
の
徴
収
の
場
で
は
「
弁
補
」
と
同
様
の
形
態
を
想
定
し
う
る
こ

と
や
、
国
司
庁
宣
が
文
書
様
式
上
国
符
に
継
起
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
　
「
国
下
」
は
、
徴
税
使
の
所
在
単
位
所
領
か
ら
の
直
接
徴

収
と
い
う
「
弁
補
」
の
基
本
的
性
格
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
留
守
所
綱
の
成
立
と
い
う
事
態
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
納
官
済
物
に
限
っ
て
「
京
下
」
と
「
国
下
」
と
い
う
二
つ
の
徴
収
（
弁
済
）
形
態
の
前
後
関
係
を
み
る
と
、
先
の
「
問
注
記
」
に
よ
れ

ば
、
土
佐
国
で
は
久
寿
年
間
（
一
一
五
四
～
五
五
）
以
後
、
主
殿
造
納
油
の
「
京
下
」
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
保
安
三
年
（
＝
ニ
ニ
）
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

廿
五
日
伊
賀
国
司
解
案
は
「
野
駆
内
蔵
寮
納
物
・
正
蔵
率
分
・
大
蔵
省
井
諸
官
済
並
等
、
於
二
京
都
｝
皆
皆
面
隠
其
弁
済
之
勤
一
」
と
、
納
官
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

京
都
で
の
弁
済
を
強
調
し
て
い
る
。
納
官
物
の
ば
あ
い
、
官
衙
や
国
毎
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ
、
十
二
世
紀
初
期
に
は
ま
だ
「
京
下
」
が
中
心

的
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
十
二
世
紀
後
半
以
降
弁
済
状
況
の
悪
化
と
並
行
し
て
急
速
に
「
国
下
」
が
一
般
化
し
た

と
み
な
さ
れ
る
。
国
内
の
単
位
所
領
が
済
物
の
弁
済
地
と
し
て
充
て
ら
れ
る
便
谷
保
形
成
の
条
件
は
、
こ
の
よ
う
な
「
弁
補
」
や
「
国
下
」
の

一
般
化
の
中
で
醸
成
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

①
　
大
石
氏
前
掲
論
文
。

②
　
壬
生
家
文
書
　
『
平
安
遺
文
』
三
六
〇
六
号
。
こ
の
文
書
は
四
枚
の
料
紙
か
ら

　
な
っ
て
お
り
、
『
平
安
遺
文
駈
所
載
の
順
序
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
㈹
⑧
◎
働

　
紙
と
す
る
。
江
戸
特
代
に
壬
生
家
文
書
が
表
装
さ
れ
た
時
に
、
こ
の
順
序
で
料
紙

　
が
継
ぎ
合
わ
さ
れ
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
読
む
と

　
う
ま
く
接
続
し
な
い
箇
所
が
あ
る
。
詳
し
い
護
国
は
省
く
が
、
本
来
は
㈹
◎
⑧
⑪

　
紙
の
順
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
平
安
遺
文
』
で
は
、
⑥
紙
の

　
紀
頼
兼
の
陳
述
と
官
使
の
伴
出
方
に
対
す
る
問
の
間
の
六
行
が
そ
っ
く
り
欠
け
て

　
い
る
。
次
に
そ
の
箇
所
を
載
せ
て
お
く
。

　
　
不
法
器
寓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頼
力
〉

　
間
頼
総
懸
、
尊
公
如
寮
家
申
状
者
、
非
新
儀
鍬
如
阿
、
」
8
兼
申
云
、
件
条
久
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
顕
力
）

　
以
後
無
相
論
、
以
西
誤
謬
請
来
候
畢
、
寮
」
論
難
文
目
然
候
、
進
覧
畢
、
愛
去
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謂
力
）
、

　
始
出
此
論
之
条
、
尤
無
其
」
［
U
候
、
以
本
寮
属
可
納
ハ
、
何
年
来
之
間
、
不
致
此

　
論
候
哉
、
尤
」
口
窄
候
鱗
と
申
、

③
　
永
治
二
年
三
月
廿
一
同
主
殿
寮
油
請
取
状
（
壬
生
家
文
書
　
『
平
安
遺
文
』
二

　
四
六
五
号
）
に
よ
れ
ぽ
、
寮
納
の
・
甲
宮
三
日
貢
御
殿
油
徴
収
に
主
殿
寮
切
下
文
が

　
用
い
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
切
下
文
に
つ
い
て
い
え
一
1
、
こ
の
外
、
諸
分
（
所
）
下
文

　
（
『
梅
記
』
長
徳
三
年
七
月
十
九
日
影
等
）
、
造
酒
司
切
下
文
（
久
寿
二
年
十
二
月
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七
日
造
酒
司
注
進
状
案
、
壬
生
家
文
書
　
　
『
平
安
遺
文
』
二
八
二
五
暑
）
、
大
蔵
省

　
切
下
文
（
『
平
戸
記
』
寛
元
三
年
二
月
四
日
条
）
、
蔵
人
所
切
下
文
案
（
函
中
秘
抄

　
五
『
鎌
倉
遺
文
』
六
四
四
〇
号
）
な
ど
、
諸
司
切
下
文
は
文
総
そ
の
も
の
も
含
め

　
史
料
中
に
数
見
す
る
。

④
　
久
寿
二
年
十
二
月
七
日
造
酒
司
注
進
状
案
（
壬
生
家
文
書
　
　
『
平
安
遺
文
』
二

　
八
二
五
号
）
。

⑤
済
物
弁
済
を
任
務
と
す
る
在
京
の
弁
済
使
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
弁
済
使
』
に

　
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
五
〇
・
五
一
合
目
号
）
参
照
。
ま
た
、
諸
司
の
使

　
者
が
徴
収
に
あ
た
る
相
手
を
弁
済
使
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
地
位
か
ら

　
し
て
、
国
守
も
適
然
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
　
大
石
氏
は
、
京
上
物
を
運
上
す
る
綱
丁
や
港
湾
の
納
所
宛
の
醗
司
下
文
や
国
雑

　
掌
下
文
を
と
も
な
う
封
物
の
弁
済
形
態
（
「
見
下
之
弁
」
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
指

　
摘
さ
れ
た
が
（
前
掲
論
文
）
、
こ
の
形
態
が
、
十
世
紀
未
の
清
胤
王
書
状
に
み
え
る

　
弁
済
所
下
文
に
よ
る
黒
米
下
行
の
形
態
と
と
も
に
、
十
二
世
紀
段
階
に
お
い
て
、

　
納
官
済
物
の
弁
済
の
ば
あ
い
に
も
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
充
分
考
え
う
る
。
的
確
な

　
史
料
を
提
示
で
き
な
い
が
、
弁
済
使
や
國
守
か
ら
諸
司
の
使
者
が
勝
物
を
徴
収
す

　
る
ば
あ
い
も
、
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

　
か
と
思
う
。

⑦
壬
生
家
文
書
『
平
安
遺
文
』
三
六
〇
七
号
。

⑧
『
妙
椀
記
』
正
元
二
年
四
月
十
三
日
条
所
収
摂
津
守
中
原
師
藤
申
請
雑
蛮
。

⑨
　
久
安
四
年
五
月
十
六
日
東
大
寺
封
戸
運
否
等
注
進
状
案
（
東
爾
院
文
書
ニ
ノ
ニ

　
『
平
安
遺
文
』
一
瓢
ハ
四
八
口
写
）
。

⑩
大
石
氏
前
掲
論
文
。

⑪
　
注
⑧

⑫
　
東
大
寺
文
書
四
ノ
五
　
『
平
安
遺
文
』
【
九
七
四
号
。
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第
二
章
便
補
保
の
成
立

　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
十
二
世
紀
後
半
、
稗
官
込
物
は
所
済
国
か
ら
徴
収
さ
れ
る
「
京
下
」
・
「
就
下
」
の
二
形
態
の
外
に
、
便
補
保
に
よ

っ
て
も
確
保
さ
れ
て
い
た
。
本
章
で
は
こ
の
便
補
保
を
と
り
あ
げ
る
が
、
納
官
物
の
そ
れ
に
限
ら
ず
、
広
く
「
納
官
封
家
野
物
」
の
便
補
保
一

般
を
論
じ
た
い
と
思
う
。
そ
の
方
が
こ
の
鰯
度
の
成
立
を
包
括
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
便
補
保
は
保
の
中
で
も
特
徴
的
な
一
類
型
で
あ
り
、
そ
の
成
立
を
論
ず
る
前
に
、
保
を
分
類
し
便
静
態
の
位
置
付
け
を
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

気
こ
と
が
最
小
限
必
要
と
な
る
。
ま
ず
、
保
を
分
類
す
る
手
懸
り
と
し
て
、
東
寺
領
丹
波
国
大
山
荘
の
地
に
立
て
ら
れ
た
「
大
山
保
」
に
関
す

る
次
の
史
料
を
検
討
し
た
い
。

…
…
抑
急
所
庄
号
之
由
、
就
レ
訴
召
コ
間
在
庁
宮
人
等
一
之
処
、
称
晶
庄
号
一
由
之
条
、
無
レ
見
昌
留
レ
国
之
文
書
↓
只
免
田
響
町
許
、
代
代
被
レ
奉
レ
免
之
由
、
見
昌



便補保の成立について（勝山）

　
　
　
　
　
　
　
（
源
顕
仲
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、

　
田
所
例
文
↓
而
刑
部
卿
任
、
造
東
寺
御
事
之
次
、
上
座
永
俊
触
レ
縁
、
申
コ
請
一
色
劉
符
叫
辛
口
所
当
官
物
一
者
、
微
コ
納
寺
家
嚇
御
塔
作
事
之
間
、
為
昌
御
祈
篠

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
毎
日
仏
供
↓
以
列
藩
米
一
所
昌
申
請
一
也
、
加
レ
之
至
昌
所
当
寺
錦
心
者
、
被
レ
止
口
御
塔
料
諸
事
之
警
備
↓
偏
以
昌
保
住
人
等
↓
所
レ
令
二
勤
仕
一
也
、
御
塔
造
畢
之
後
、

　
（
源
季
房
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
、
、
、
　
　
、
　
、
、
、
、
、
　
　
、
、
、
　
、
　
　
、
　
、
、
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
、
　
、
　
、
　
、
、

　
加
賀
再
任
被
昌
停
止
｛
如
レ
本
被
レ
加
仙
郷
分
一
了
、
而
得
替
之
後
、
以
甲
羅
時
文
書
等
↓
当
任
付
レ
縁
、
申
晶
請
一
色
保
↓
被
レ
免
コ
除
雑
事
一
之
許
也
、
此
代
代
国

　
　
　
　
　
　
　
②

　
司
会
釈
也
、
…
…

　
こ
の
「
大
山
保
」
で
、
保
の
分
類
上
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
耳
当
官
物
が
雑
事
と
と
も
に
免
除
さ
れ
た
ば
あ
い
と
、
雑
事
免
の
み
で
所
当

官
物
が
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
ば
あ
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
大
山
保
」
で
は
、
最
初
に
保
が
立
て
ら
れ
た
源
顕
仲
の
池
中
に
は
、

雑
事
の
み
な
ら
ず
官
物
ま
で
も
免
除
さ
れ
た
が
、
一
旦
転
倒
さ
れ
河
内
郷
に
編
入
さ
れ
た
後
再
び
立
保
が
認
め
ら
れ
た
高
階
為
章
の
里
中
に
は
、

所
当
官
物
は
免
除
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
保
を
所
当
官
物
収
取
の
側
面
か
ら
区
別
す
る
と
、
戸
当
官
物
が
免
除
さ
れ
保
の
領
有

者
や
そ
の
所
属
機
関
に
確
保
さ
れ
る
保
と
、
国
衙
に
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
後
者
の
所
当
官
物
が
免
除
さ
れ
た
保
か
ら
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
、
、
、
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
　
（
小

　
…
…
而
彼
庄
預
所
僧
覚
仁
、
伺
晶
国
司
得
替
之
隙
↓
背
昌
代
代
宣
旨
状
（
成
昌
対
桿
一
之
上
、
重
又
巧
昌
新
儀
↓
擬
レ
掠
」
領
往
古
国
領
簗
瀬
保
↓
於
昌
件
保
一
者
、
紘

　
槻
）
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
・
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
俊
朝
臣
之
任
寛
津
蟹
比
、
始
申
コ
請
別
符
一
之
後
、
偏
依
レ
号
昌
寺
領
事
由
嚇
孝
清
之
任
中
長
治
三
年
、
申
コ
下
宣
旨
一
被
二
停
止
一
以
降
、
数
代
之
間
至
昌
当
任
↓

　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
③

　
干
レ
今
為
昌
国
保
ハ
敢
無
二
他
妨
一
之
処
、
…
…

　
こ
の
伊
賀
国
簗
瀬
保
の
ば
あ
い
、
寺
領
と
の
対
比
で
、
寺
領
を
否
定
さ
れ
た
国
領
の
保
が
「
国
保
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
史
料
は

「
国
保
」
の
内
容
を
よ
り
鮮
明
に
示
し
て
く
れ
る
。

　
　
一
　
為
昌
所
衆
高
信
一
久
賀
・
日
前
・
由
良
、
号
晶
地
頭
一
打
コ
開
官
庫
略
押
コ
取
所
納
米
輔
如
呂
保
司
一
張
コ
行
雑
蔓
↓
不
レ
随
昌
国
衙
一
事

　
　
　
　
副
謡
進
証
文
等
一

　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
う
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ

　
右
件
所
≧
者
、
非
昌
愚
輩
号
之
地
↓
有
レ
限
国
保
、
勿
論
之
公
領
也
、
而
天
下
騒
動
以
後
、
云
二
領
主
一
括
二
地
頭
嚇
依
レ
令
昌
窄
籠
輔
落
居
之
程
、
所
レ
被
昌
改
補
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
　
・
・
…
（
　
・
・
（
折
脱
力
）
・
・
・
・
…
、
・

　
也
、
図
示
呂
事
於
左
右
一
恣
施
昌
地
頭
威
一
之
間
、
既
為
毛
廻
寺
之
妨
↓
何
況
僅
国
庫
納
米
老
、
是
非
四
身
運
上
料
輔
非
昌
私
相
州
↓
令
レ
勧
コ
進
当
国
他
国
一
之
上
、
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
④

　
適
豪
国
狭
少
研
当
米
也
、
…
…

　
こ
の
史
料
で
は
「
件
所
≧
（
久
賀
・
日
前
・
由
良
）
者
、
非
二
指
揮
号
之
地
胴
乱
レ
限
国
保
勿
論
之
公
領
也
、
」
と
、
簗
瀬
保
と
同
様
に
荘
園
と

の
対
比
で
「
国
保
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
「
国
保
」
の
所
当
官
物
が
、
官
庫
す
な
わ
ち
国
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
、
　
「
国
保
」
と
は
国
領
の
保
の
意
味
で
あ
り
、
そ
の
所
当
官
物
が
国
庫
に
納
入
さ
れ
る
保

の
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
、
他
方
の
所
望
官
物
が
免
除
さ
れ
る
保
は
ど
の
よ
う
に
表
現
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
丹
後
国
営
補
地
頭
所
務
を
規
定
し
た
鎌
倉
幕
府
追

　
　
　
　
　
⑥
・
・
・
・
　
　
　
　
・
…

加
法
七
十
七
条
に
、
　
「
次
国
保
諸
賢
事
、
如
二
本
司
野
望
ハ
可
レ
為
二
地
頭
収
納
酔
也
、
至
二
暴
保
司
跡
一
者
、
地
頭
不
レ
可
’
管
領
之
ハ
可
レ
為
二
福
野

収
納
使
沙
汰
一
也
、
」
と
あ
る
。
こ
の
条
文
で
は
、
　
「
京
保
司
跡
」
の
保
の
本
年
貢
（
所
当
官
物
）
収
納
は
、
改
め
て
京
下
収
納
使
の
沙
汰
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
型
の
保
で
は
、
所
当
官
物
は
国
衙
に
属
さ
ず
京
上
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
上
に
た
っ
て
、
こ
の
条

文
に
み
え
る
「
国
保
司
」
と
「
京
保
司
」
と
の
対
比
を
援
用
し
て
、
こ
こ
で
は
所
当
官
物
が
免
除
さ
れ
領
有
者
に
確
保
さ
れ
る
保
を
「
能
筆
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
し
て
把
え
た
い
と
思
う
。

　
以
上
、
所
当
言
物
の
所
属
を
昌
安
に
し
て
保
の
二
類
型
を
た
て
た
が
、
便
補
保
は
原
則
と
し
て
そ
の
所
当
官
物
が
便
補
さ
れ
る
野
老
で
あ
る

の
で
、
　
「
京
保
」
の
一
つ
の
型
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
便
補
保
の
成
立
に
つ
い
て
最
も
纒
つ
た
見
解
を
提
示
さ
れ
て
い
る
の
は
河
流
能
平
氏
で
あ
る
。
次
に
、
氏
の
見
解
を
手
懸

り
に
し
て
便
補
保
成
立
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

　
河
音
響
は
、
各
国
司
が
白
河
院
政
期
に
増
大
し
た
負
担
を
、
国
内
新
開
田
畠
が
別
名
体
制
の
も
と
で
在
地
領
主
層
に
体
制
的
に
掌
握
さ
れ
て

お
り
収
取
の
増
加
を
期
待
で
き
な
い
と
い
う
条
件
で
、
国
内
の
一
定
地
を
指
定
分
与
し
て
自
己
の
徴
税
責
任
を
在
地
に
転
嫁
せ
ん
と
し
た
と
こ

ろ
に
、
便
補
保
は
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
白
河
院
政
期
に
国
司
に
対
す
る
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
や
、
国
内
か
ら
の
収
取
の
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

加
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
国
司
側
の
条
件
か
ら
便
界
磁
の
成
立
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
異
論
は
な
い

16　（S48）



便補保の成立について（勝山）

が
、
便
雲
影
成
立
を
考
え
る
ば
あ
い
、
済
物
を
受
け
る
側
、
す
な
わ
ち
各
権
門
や
諸
司
側
の
動
き
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
こ
の
側
面
に
沿
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
そ
の
立
保
の
事
情
が
判
明
す
る
便
補
保
を
み
る
と
、
大
別
し
て
次
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

　
㈲
　
済
物
を
受
け
る
権
門
や
諸
司
側
の
私
領
が
何
ら
か
の
形
で
存
在
す
る
ば
あ
い

　
㈲
　
そ
の
よ
う
な
私
領
が
存
在
せ
ず
、
国
守
が
便
宜
に
一
定
地
を
指
定
し
て
分
与
し
た
ば
あ
い

　
順
序
が
逆
に
な
る
が
、
㈲
型
か
ら
説
明
す
る
。
前
章
で
と
り
あ
げ
た
「
主
殿
寮
解
」
に
み
え
る
安
芸
や
美
作
の
便
補
巻
が
そ
の
例
と
な
る
。

　
安
芸
　
…
…
初
任
以
後
巳
未
済
、
壁
間
二
一
去
年
月
山
嶋
以
昌
字
入
江
郷
｝
立
レ
保
之
間
、
去
年
作
田
六
反
余
云
≧
、
難
レ
為
レ
不
レ
足
レ
言
請
コ
取
之
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刻
）

　
美
作
　
…
…
本
保
者
、
字
飯
□
郷
也
、
前
≧
司
野
島
レ
元
可
レ
立
昌
燃
油
一
之
由
、
頻
被
レ
下
洗
院
宣
一
之
□
、
以
二
字
宇
野
村
等
一
身
立
之
間
、
見
直
僅
六
町
余

　
也
、
難
レ
然
令
昌
保
号
一
之
間
、
…
…

　
こ
れ
ら
は
、
い
つ
れ
も
谷
保
時
の
見
作
田
が
僅
か
で
あ
る
こ
と
に
主
殿
寮
が
不
満
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
立
保
以
前
に
主
殿
寮
が

絹
地
に
対
し
て
何
ら
か
の
権
利
を
持
っ
て
い
た
と
は
み
な
し
難
い
。
つ
ま
り
、
国
司
側
の
事
情
で
こ
れ
ら
の
地
が
縞
馬
保
に
指
定
さ
れ
た
の
で

　
⑪
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
立
保
前
に
済
物
を
受
け
る
側
の
私
領
が
存
在
せ
ず
、
国
守
が
便
宜
に
所
定
地
を
指
定
分
与
し
て
形
成
さ
れ
る
便
三
保
を
、

仮
に
「
国
守
主
導
型
」
と
し
て
お
き
た
い
。

　
一
方
、
㈹
型
に
つ
い
て
も
、
そ
の
例
示
は
困
難
で
は
な
い
。
後
に
詳
述
す
る
感
得
院
領
丹
波
国
憲
々
学
部
保
は
「
大
別
当
行
円
自
諜
各
領
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

之
手
（
所
二
重
領
一
明
白
也
、
」
と
あ
り
、
大
別
当
行
円
が
面
々
伯
部
村
の
田
堵
ら
か
ら
「
伝
領
」
し
た
私
領
を
も
と
に
し
て
立
保
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
力
）

ま
た
、
官
厨
家
領
常
陸
国
石
崎
保
は
「
警
保
老
、
本
領
主
僧
相
愛
去
建
久
六
年
寄
二
附
螺
子
宿
禰
一
之
間
、
同
九
年
申
高
階
官
厨
蒙
便
補
こ
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
、
小
槻
汚
職
が
本
領
主
僧
相
慶
か
ら
「
寄
附
」
さ
れ
た
私
領
が
、
立
保
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
便
補
保
で
は
、
い
ず
れ
も
諸
司

や
封
面
繋
が
領
有
す
る
私
領
を
前
提
と
し
て
立
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
便
補
保
を
、
⑧
の
「
国
守
主
導
型
」
に
対
し
て
「
諸
司
・
封
家

主
導
型
」
と
し
て
お
き
た
、
い
。
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で
は
、
こ
の
型
の
便
牙
保
形
成
の
前
提
と
な
っ
た
私
領
の
獲
得
は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

鎌
倉
時
代
後
期
に
成
立
し
た
車
中
論
難
地
由
緒
注
文
案
（
以
下
「
由
緒
注
文
」
と
略
す
）
が
、
貴
重
な
素
秘
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
こ
の
文
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
官
厨
家
領
便
嘉
保
の
個
別
的
分
析
は
後
に
行
う
が
、
こ
こ
で
は
陸
奥
国
「
安
達
保
」
を
立
て
た
史
生
惟
宗
定
兼
が
甘
藍
使
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
拒
桿
使
が
収
取
物
対
押
に
対
し
て
派
遣
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
彼
は
史
生
（
太
政
官
か
）
で
あ
る
か

ら
し
て
、
陸
奥
国
住
人
で
億
な
く
中
央
官
衙
の
官
人
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
便
愚
草
の
立
保
は
、
彼
が
拒
桿
使
と
し
て
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

央
か
ら
派
遣
さ
れ
済
物
を
徴
収
す
る
過
程
で
行
わ
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
　
「
由
緒
注
文
」
か
ら
窺
わ
れ
る
隆
職
や
国
宗

の
私
領
「
伝
領
」
も
、
徴
税
請
負
人
の
介
在
も
想
定
し
う
る
が
、
官
厨
家
納
物
徴
収
を
媒
介
し
て
い
る
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

　
感
神
聖
領
波
々
伯
部
保
の
ば
あ
い
も
、
立
保
の
前
提
と
な
っ
た
私
領
の
獲
得
が
、
鉱
物
を
徴
収
す
る
過
程
で
な
さ
れ
た
例
と
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
別
当
行
円
の
等
々
伯
部
村
の
所
領
田
地
二
五
町
八
反
三
〇
歩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
町
弱
か
ら
三
反
に
及
ぶ
田
地
の
領
主
で
あ
る

田
堵
ら
か
ら
、
「
歯
数
加
徴
米
代
」
（
「
感
画
院
御
加
徴
米
二
代
」
）
と
し
て
「
伝
領
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
田
数
加
徴
米
」
を
、
河
懸
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

は
行
円
の
田
堵
ら
に
対
す
る
私
出
挙
な
ど
高
利
貸
活
動
の
負
債
と
理
解
さ
れ
た
が
、
最
近
管
粥
伯
部
保
の
形
成
過
程
を
詳
し
く
分
析
さ
れ
た
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

由
克
氏
は
、
感
神
隠
が
徴
収
す
る
権
限
を
持
っ
た
所
当
官
物
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
た
。
所
当
官
物
を
指
す
と
い
う
点
で
は
、
西
山
氏
の
見
解
に

従
い
た
い
が
、
氏
の
ば
あ
い
は
な
ぜ
感
神
院
が
「
感
神
号
御
加
徴
米
」
を
徴
収
し
う
る
権
限
を
持
ち
え
た
か
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。
こ

こ
で
は
次
の
よ
う
に
理
解
し
た
い
。
ま
ず
、
行
円
が
染
々
伯
部
村
の
田
堵
ら
と
の
関
係
を
持
ち
え
た
の
は
、
彼
が
感
輝
輝
の
丹
波
国
所
在
の
封

戸
物
徴
収
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
。
つ
ま
り
、
先
述
の
忌
物
徴
収
形
態
を
想
起
す
れ
ば
、
国
衙
領
で
あ
る
艶
々
興
部

村
に
「
弁
補
」
さ
れ
た
呼
物
を
行
円
が
徴
収
す
る
過
程
で
、
田
堵
た
ち
が
所
当
官
物
の
一
定
部
分
を
置
物
代
と
し
て
弁
済
す
る
代
り
に
、
彼
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
所
領
を
共
同
し
て
行
円
に
「
寄
附
」
し
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
「
感
二
院
御
加
徴
米
代
」
と
か
「
里
数
加
徴
米
之
代
」
と
あ
る
の
は
、

波
々
黒
部
村
に
「
弁
補
」
さ
れ
た
歌
物
が
、
田
堵
ら
や
感
神
院
所
司
に
と
っ
て
「
加
徴
米
」
と
意
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
形
で
の
私
領
獲
得
は
実
物
の
「
弥
果
」
や
「
国
下
」
が
行
わ
れ
る
限
り
、
い
つ
で
も
可
能
性
と
し
て
存
在
し
う
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
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便補保の成立について（malk）

表③初期（十一世紀）立保諸國保褒

保 矧立建部1闊・た・立儲随擁F腎…酬出 典

播磨園久寓保i延久三年以前

　　　　　　｝

鵬漫雨’永薬
指江国日吉保i永保頃（4）

鞭「大山睡・年・

　　　　　　し力日賀国手尋常保　i寛治3歪1三

＊欝国「纏i購年中

伊賀園簗瀬保　同上

．陸奥国某保

＊丹波国波西伯
三保

＊近江國浅井西
郡内警保

＊近江国犬上郡．

内某保

＊備後国小童保

嘉保2～承徳
2年

無徳2年力

承徳2年

承徳年中

承徳年中

播磨大橡秦為辰
（公文）

（在地某力）〔3）

日吉神人

東寺上座永俊

醍醐寺僧賢円

僧経遷力

東大寺僧力

藤原濤衡

感神院大別当行円

同上

感神院大別当勝軍

岡上

藤原隆季（承徳年中
以降），為辰は公文

矢川・中村は陽明門
院蔵人藤原保房所領

日吉社

東寺

醍醐寺

石清水八幡宮放生会
料米便補保

東大寺力．長治元年
停1と．「團保」となる．

日吉山千僧供料所

感神院御封便補保

同上

上
上
隅
同

『平』　1059号，　同2339

号等

f平』1205号

『平』1653号

『平』　1426琴｝

『平』　1281，　1282号

『鎌』　4512号

『平』　3221号

　　　　　　　　　　　『中右言己』　大治2，12，15　；

条　　　　　　i
l溺』継8号’「舐園社i

「紙園社記」第1　　　i

　　　　　　　　　　｛

呼』3310号　　i

「紙園祉記」第1　　i

（1）＊印は便補保：であることが判明する保である。②r平安遺文』r鎌倉遺文』はそれぞれr平』

『鎌』と醸した。（3）義江氏前掲論文による。（4）『平』1653号文書にみえる「本春宮亮」は，永

保頃近江守であった藤原忠綱であると考えられる。

の
意
味
で
済
物
徴
収
を
媒
介
と
し
た
私
領
獲
得
は
「
諸
司
・
封

家
主
導
型
」
便
補
保
が
形
成
さ
れ
る
ば
あ
い
の
特
徴
的
で
か
つ

有
力
な
一
コ
ー
ス
と
し
て
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
便
補
保
を
㈱
「
諸
司
・
封
家
主
導
型
」
と
㈲
「
国
守

主
導
型
」
に
大
別
し
た
が
、
い
ず
れ
が
先
行
し
便
補
筆
成
立
に

決
定
的
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
保
の
事
跡
が
判

明
す
る
限
ら
れ
た
例
を
み
る
限
り
、
十
一
世
紀
中
に
立
て
ら
れ

た
便
補
保
す
な
わ
ち
初
期
の
便
補
保
は
い
つ
れ
も
㈹
型
で
あ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
表
③
）
。
論
理
的
に
も
、
便
船
保
は
国
守

に
と
っ
て
は
研
物
の
弁
済
を
ま
ぬ
が
れ
る
代
り
に
一
定
の
国
領

を
分
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
諸
司
や
封
家
側
に
と
っ
て

は
、
自
己
の
所
領
経
営
に
よ
っ
て
野
物
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
彼
ら
の
側
に
そ
の
条
件
が
あ
る
方
が
立
保
さ
れ

や
す
い
と
い
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
㈲
が
先
行
し
、

便
補
保
が
一
般
化
し
た
段
階
で
㈲
も
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
便
補
保
の
成
立
は
次
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
白
河
院
政
期
に
は
、
別
名
制
の
成
立
、

荘
園
の
拡
大
・
増
加
に
よ
り
、
国
司
は
収
取
物
の
増
加
を
期
待

で
き
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
確
保
す
ら
充
分
に
行
う
こ
と
が
で
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き
ず
、
増
大
し
た
負
担
を
責
任
を
も
っ
て
請
負
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
、
国
司
の
済
物
未
進
・
未
済
が
顕
著
に

な
っ
て
く
る
。
特
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
寛
治
年
間
（
一
〇
八
七
～
一
〇
九
三
）
以
降
封
物
未
進
が
恒
常
的
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
国
司
側
の
動
き

に
対
し
て
、
諸
司
や
封
家
側
、
特
に
諸
封
家
が
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
特
定
の
単
位
所
領
か
ら
所
当
官
物
の
一
部
を
徴
収
さ
せ
る
「
介
補
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
、
封
戸
所
在
国
内
の
封
家
領
荘
園
の
免
田
以
外
の
開
発
田
や
出
作
地
の
所
当
官
物
を
便
補
す
る
形
態
を
超
え
て
、
繕
物
切
歯
地
と
し
て
所
領

自
体
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
国
司
側
で
は
こ
の
済
物
便
追
地
た
る
所
領
の
要
求
を
、
折
し
も
成
立
し

つ
つ
あ
っ
た
保
の
形
で
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
所
領
を
「
別
名
」
と
し
て
国
衙
の
支
配
下
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
塗
物
納
入
の
責
任
を

在
地
に
転
嫁
せ
ん
と
し
た
。
便
補
保
の
成
立
は
基
本
的
に
は
こ
の
二
側
面
か
ら
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
便
補
保
が
国
守
と
封

家
の
「
合
作
」
で
あ
り
、
後
者
の
主
導
的
役
割
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
制
度
的
定
着
の
段
階
で
、
煉
物
弁
済
の
責
任
転
嫁
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

策
と
し
て
の
側
面
が
強
く
な
り
、
国
守
が
便
補
保
を
指
定
分
与
す
る
形
態
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①
　
大
山
荘
の
研
究
は
枚
挙
に
邊
が
な
い
が
、
当
該
期
を
扱
っ
た
最
近
の
も
の
で
は
、

　
『
兵
庫
県
史
』
第
一
巻
（
第
八
画
意
三
節
）
が
あ
る
。
保
の
研
究
で
は
竹
内
、
網

　
野
、
義
江
の
三
業
が
と
り
あ
げ
て
い
る
。
　
「
大
山
保
」
は
史
料
中
に
も
そ
の
名
は

　
み
え
ず
、
一
円
的
荘
園
で
あ
る
と
主
張
す
る
東
寺
と
、
そ
れ
を
否
定
す
る
国
司
や

　
在
庁
宮
入
と
の
相
論
の
中
で
、
国
衙
側
の
文
書
に
み
え
る
保
を
仮
に
こ
の
よ
う
に

　
名
付
け
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
こ
の
保
は
大
由
荘
と
同
じ
実
態
を
さ
す

　
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
衙
側
の
文
書
に
み
え
る
の
で
、
当
暁
の
保
に
対
す
る
通
念

　
を
知
る
上
で
例
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
康
和
二
年
二
月
十
九
日
丹
波
国
司
解
案
（
東
寺
百
合
文
書
ウ
　
『
平
安
遺
文
』

　
一
四
二
六
号
）
。

③
応
保
二
年
五
月
廿
二
臼
官
階
旨
（
東
大
寺
文
書
四
ノ
一

『
平
安
遺
文
』
三
ニ

　
ニ
一
号
）
。

④
文
治
三
年
二
月
日
周
防
国
在
庁
官
人
等
解
（
『
吾
妻
鏡
隔
文
治
ヨ
年
四
月
廿
三
日

　
条
　
　
『
鎌
倉
遺
文
』
二
〇
九
号
）
。

⑤
　
所
由
高
塀
等
が
押
領
し
た
の
は
久
賀
品
等
の
官
庫
（
国
庫
）
納
米
で
あ
る
が
、
官

　
庫
へ
納
入
さ
れ
る
の
は
所
記
官
物
で
あ
る
（
大
石
直
正
「
平
安
時
代
の
郡
・
郷
の

　
収
納
所
・
検
田
所
に
つ
い
て
」
⑧
『
古
代
・
中
等
史
の
地
方
的
展
開
』
）
。

⑥
『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
一
巻
「
鎌
倉
纂
忍
法
」
。

⑦
こ
の
条
文
で
は
本
年
貢
（
所
当
器
物
）
収
納
に
つ
い
て
、
国
保
司
跡
地
頭
は
本

　
司
の
時
と
同
じ
く
地
頭
の
沙
汰
た
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
～
方
、
京
保
司
跡
で
は

　
地
頭
の
関
与
を
否
定
し
京
下
収
納
使
の
沙
汰
と
さ
れ
、
圏
保
司
跡
と
京
保
司
跡
で

　
は
地
頭
所
務
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
頭
補
任
以
前
に
は
、

　
相
方
と
も
本
年
貢
（
葛
屋
官
物
）
収
納
は
保
司
の
権
限
に
属
し
た
の
で
あ
る
。

⑧
こ
の
よ
う
な
所
当
官
物
の
所
属
を
基
準
に
し
て
た
て
た
「
圏
保
」
と
「
京
保
」

　
と
い
う
保
の
二
類
型
は
、
文
永
二
年
若
狭
国
営
田
数
帳
（
東
寺
百
合
文
書
ユ
　
『
福

　
井
県
史
』
第
一
巻
）
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
応
輸
田
の
項
に
記

　
載
さ
れ
た
国
領
の
保
は
「
国
保
」
に
あ
た
り
、
蟹
田
の
項
に
み
え
る
便
補
…
保
や
関

　
爽
一
円
領
津
々
見
保
は
「
京
保
」
に
相
当
す
る
と
い
え
る
。
尚
、
網
野
氏
は
国
領
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便補保の成立について（勝出）

　
の
保
の
保
司
を
国
保
司
、
権
門
に
確
保
さ
れ
た
保
の
保
司
を
京
保
司
と
し
て
理
解

　
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
西
山
氏
も
「
権
門
別
名
」
と
し
て
の
「
京
保
」
と
い
う

　
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
理
解
と
結
論
的
に
は
変
ら
な
い
と
い
え
る
が
、

　
本
稿
で
は
所
当
官
物
の
所
属
を
基
準
に
し
て
、
こ
の
保
の
二
類
型
を
把
握
し
よ
う

　
と
し
た
の
で
あ
る
。

⑨
　
河
音
氏
前
掲
論
文
。

⑩
別
名
綱
の
成
立
が
す
ぐ
さ
ま
収
取
物
の
増
加
を
期
待
で
ぎ
な
い
状
況
に
、
国
司

　
を
追
い
こ
ん
だ
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
別
名
に
は
低
湿
代
な
が

　
ら
至
当
官
物
が
賦
課
さ
れ
、
特
別
な
例
を
除
き
、
免
除
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

　
る
。
別
名
儲
の
成
立
よ
り
む
し
ろ
、
荘
園
の
増
加
や
荘
園
の
出
作
・
加
納
田
の
所

　
当
官
物
需
品
が
よ
り
大
き
な
要
語
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
　
　
『
安
着
記
』
第
七
に
貞
治
三
年
四
月
巻
の
紙
背
一
文
書
と
し
て
、
　
「
鼻
下
馬
寮
納

　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
力
）

　
物
諸
国
便
補
保
建
立
□
、
縦
錐
二
国
司
遷
替
噴
不
レ
宛
二
国
役
剛
不
レ
可
ノ
ロ
ニ
国
使
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
物
力
）

　
裏
」
の
薬
書
を
も
つ
後
欠
の
官
宣
旨
案
と
、
　
「
望
講
天
裁
、
百
寮
□
諸
国
便
補
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
替
力
）

　
一
度
建
立
後
、
継
国
司
難
二
遷
□
唖
永
不
レ
宛
二
国
役
↓
不
レ
入
二
国
使
嚇
不
レ
可
レ
有
二

　
　
　
　
（
被
力
）

　
異
議
【
由
□
玉
藍
下
帖
者
」
云
々
と
い
う
要
言
の
解
を
受
け
、
そ
の
申
請
を
裁
下
し

　
た
正
治
元
年
九
月
八
日
付
の
前
欠
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
み
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
無
力
）

　
同
一
文
書
の
前
半
と
後
半
部
分
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
に
、
「
□
二

　
当
時
之
弁
済
嚇
強
欲
レ
立
二
便
三
保
こ
と
あ
り
、
国
司
が
諸
司
側
の
承
引
な
く
強

　
引
に
所
定
地
を
指
定
し
て
便
補
保
を
立
て
る
ば
あ
い
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

⑫
　
承
徳
二
年
十
月
十
五
日
丹
波
国
熟
々
伯
部
村
立
券
文
案
（
建
内
文
書
　
　
『
平
安

　
遣
文
』
＝
二
九
八
号
）
。

⑬
　
年
月
日
未
詳
宮
中
便
補
地
由
緒
注
文
案
（
壬
生
家
文
書
　
『
鎌
倉
遺
文
四
三
〇

　
三
九
号
）
。

⑭
　
注
⑬
文
書
。
こ
の
文
書
は
す
で
に
奥
野
氏
前
掲
書
や
橋
本
氏
前
掲
㈹
⑧
論
文
で

　
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
年
代
に
つ
い
て
も
、
橋
本
氏
は
こ
の
案
文
が
文
永
五
年

　
の
具
注
暦
の
紙
背
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
詳
し

　
い
論
証
は
省
く
が
、
原
文
書
が
作
成
さ
れ
た
の
は
広
く
見
積
っ
て
も
文
・
永
四
年
か

　
ら
九
年
ま
で
の
間
で
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
（
年
月
日
未
詳
小
槻
有
家
申
状
案
、

　
壬
生
家
文
書
）
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
案
文
の
原
文
書
は
鎌
倉
後
期
文
永
年
間
の

　
作
成
で
あ
り
、
し
か
も
相
論
文
書
で
あ
る
の
で
、
内
容
を
そ
の
ま
ま
償
ず
る
こ
と

　
に
は
購
贈
さ
れ
る
点
も
あ
る
が
、
宮
符
等
原
史
料
で
確
認
で
き
る
若
狭
国
溺
富
荘

　
・
土
佐
国
吉
原
荘
や
安
芸
国
世
能
・
荒
山
荘
な
ど
の
例
を
み
る
限
り
、
便
補
保
立

　
保
の
経
過
を
知
る
上
で
使
用
に
耐
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
　
保
元
三
年
六
月
廿
日
鳥
羽
天
皇
宣
旨
案
（
書
陵
部
所
蔵
文
書
　
『
平
安
遺
文
』

　
二
九
三
四
号
）
。

⑯
東
大
寺
封
物
徴
収
の
た
め
に
、
官
使
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
（
久
安
三

　
年
七
月
一
一
日
官
宣
旨
、
百
巻
本
東
大
嵜
文
書
四
十
号
　
　
『
平
安
遺
文
』
二
六
一
＝

　
号
）
。

⑰
　
河
音
響
前
掲
論
文
。

⑱
西
山
氏
前
掲
論
文
。

⑲
官
物
代
と
し
て
所
領
を
放
出
す
る
例
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
天

　
治
二
年
二
月
日
法
勝
寺
政
所
下
文
案
（
東
大
寺
図
書
館
本
倶
舎
抄
裏
文
書
　
『
平

　
安
遺
文
』
二
〇
三
一
号
〉
参
照
。

⑳
延
久
四
年
九
月
五
日
太
政
官
牒
（
石
清
水
田
中
家
文
書
『
平
安
遺
文
』
一
〇

　
八
三
号
）
に
み
え
る
美
濃
国
三
江
荘
［
や
東
大
寺
領
美
濃
国
大
井
・
　
酋
三
差
荘
（
延

　
久
三
年
六
月
珊
日
太
政
官
符
案
、
内
閣
文
庫
所
蔵
美
濃
国
古
文
書
『
平
安
遺
文
』

　
一
〇
六
〇
号
）
や
同
寺
領
伊
賀
國
黒
田
荘
な
ど
の
例
が
あ
る
。

⑳
　
便
補
保
の
初
見
史
料
は
管
見
の
限
り
、
寛
治
年
間
（
一
〇
八
七
～
九
三
）
の
立

　
保
と
さ
れ
る
石
清
水
八
幡
宮
放
生
会
料
米
便
補
保
近
江
国
「
細
江
保
」
で
あ
る
（
天

　
福
元
年
五
月
日
石
清
水
八
幡
宮
所
司
言
上
状
、
「
宮
寺
縁
事
抄
」
『
鎌
倉
遺
文
』
四

　
五
一
二
号
）
。
便
補
血
の
初
見
が
自
河
院
政
初
期
の
寛
治
年
間
で
あ
る
と
す
る
と
、

　
こ
の
時
期
神
靴
領
に
対
し
て
一
連
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
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な
わ
ぢ
寛
治
四
年
二
月
、
紀
伊
羅
田
畠
百
余
町
が
熊
野
神
社
に
寄
進
さ
れ
（
『
百
鋏

抄
謡
寛
治
四
年
一
　
月
艮
条
）
、
同
年
七
月
に
は
上
下
賀
茂
社
に
各
六
朝
町
の
不
輸

程
礁
が
寄
附
さ
れ
た
へ
『
否
錬
抄
』
寛
治
四
年
七
月
十
三
照
条
）
。
ま
た
同
じ
頃
、

伊
勢
神
宮
領
御
厨
・
御
薗
の
領
有
が
認
知
さ
れ
て
い
る
（
棚
橋
光
男
「
中
世
伊
勢

神
宮
領
の
形
成
と
そ
の
特
質
」
『
日
本
史
研
究
』
一
五
五
・
　
五
六
号
）
。
荘
園
整

理
の
励
行
と
と
も
に
、
朝
廷
に
よ
っ
て
特
定
の
神
社
に
対
す
る
所
領
寄
進
や
保
護

が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
便
補
保
自
体
は
国
守
に
よ
っ
て
認
胃
さ
れ
る
も

の
で
、
朝
廷
が
直
接
そ
の
嘉
保
に
介
入
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
朝
廷
の

こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
国
司
の
品
物
未
進
に
齢
す
る
対
策
で
あ
る
と
と
も
、
国
司

に
対
し
て
一
定
の
灰
力
と
し
て
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
便
補
保
成
立
の
背
景

に
、
こ
の
時
期
の
朝
廷
の
神
山
領
保
護
の
政
策
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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第
三
章
諸
司
と
便
補
保

第
一
節
　
納
官
済
物
の
弁
済
状
況

　
前
章
で
は
便
補
保
の
成
立
を
一
般
的
に
論
じ
た
が
、
本
章
で
は
納
官
巻
物
の
納
入
舗
度
を
明
ら
か
に
し
た
第
一
章
を
う
け
て
、
諸
司
幸
便
補

保
の
形
成
を
納
官
済
物
の
弁
済
状
況
の
変
化
の
中
で
具
体
的
に
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
本
節
で
は
法
官
済
物
の
弁
済
状
況
か
ら
み
て
ゆ
き
た
い
。
こ
の
ば
あ
い
も
封
物
の
そ
れ
と
絡
み
合
せ
て
考
え
た
方
が
よ
り
生
産
的
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
。
東
大
寺
の
ば
あ
い
、
大
石
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
少
く
と
も
十
一
世
紀
末
寛
治
年
間
（
一
〇
八
七
～
九
§
ま
で
封
物
は
確
保
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
か
し
、
そ
れ
以
後
十
黒
世
紀
に
か
け
て
弁
済
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
久
安
三
年
（
二
四
七
）
に
至
っ
て
は
、
　
「
封
戸
廿
箇
国
、
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

員
一
万
一
百
五
十
魁
也
、
蒲
伊
賀
国
御
封
三
百
廿
粟
餅
、
便
凋
補
三
箇
杣
田
地
一
之
外
、
自
余
十
九
箇
国
、
一
書
不
レ
令
二
弁
済
ご
と
い
う
絶
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

的
な
状
態
に
陥
る
。
ま
た
東
寺
の
ば
あ
い
も
変
る
と
こ
ろ
な
く
、
円
宗
寺
・
法
勝
寺
・
尊
勝
寺
な
ど
莫
大
な
封
戸
が
寄
せ
ら
れ
、
国
家
的
な
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

事
も
設
け
ら
れ
た
代
々
天
皇
の
御
願
寺
に
お
い
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
同
様
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
長
治
元
年
（
＝
〇
四
）
七
月
、
侯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

座
に
て
伊
勢
大
神
宮
御
封
未
済
国
に
対
す
る
沙
汰
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
神
社
の
封
戸
も
例
外
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
治
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寺
力
）

（一

∴
鼡
縺
j
七
月
の
白
河
法
皇
の
崩
御
に
あ
た
っ
て
、
中
御
門
宗
忠
は
そ
の
日
記
に
、
　
「
法
皇
今
時
駅
馬
来
事
」
と
し
て
「
神
社
仏
事
封
家
納
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

諸
国
吏
云
云
レ
可
二
弁
済
一
事
」
を
あ
げ
て
い
る
。
白
河
院
政
期
に
お
け
る
封
物
弁
済
状
況
の
急
速
な
悪
化
を
指
摘
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
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き
る
。

　
巷
塵
尋
物
に
即
し
て
み
れ
ば
、
康
和
五
年
（
二
〇
三
）
十
二
月
の
丹
波
守
高
階
本
章
の
死
去
に
際
し
て
も
、
宗
忠
は
為
章
が
大
国
を
歴
任
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

神
社
・
仏
寺
・
封
家
妻
物
や
納
官
物
を
全
く
弁
済
し
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
保
延
元
年
（
＝
三
五
）
の
藤
原
敦
光
勘
文
に
も
、
　
「
況

納
官
・
封
家
、
有
名
無
実
」
と
あ
る
。
納
官
済
物
の
ば
あ
い
も
や
は
り
十
一
世
紀
末
以
降
、
弁
済
状
況
の
悪
化
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
白
河
院
政
期
以
後
直
物
未
進
が
顕
著
に
な
る
背
景
に
、
国
司
に
対
す
る
負
担
の
加
増
や
荘
園
の
拡
大
・
増
加
に
よ
る
国
衙
領
の
減
少

の
外
に
、
国
司
が
合
法
的
に
済
物
免
除
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
嘉
禄
二
年
（
＝
三
六
）

　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
力
）

十
一
月
三
日
官
宣
旨
に
「
最
下
不
レ
拘
二
参
期
免
除
・
造
作
成
功
・
異
損
色
代
前
後
　
宣
旨
ハ
任
二
黒
数
潮
合
レ
催
三
半
南
平
諸
国
納
物
上
等
事
」
と
あ

る
よ
う
に
、
国
司
は
「
参
期
免
除
」
「
造
作
成
功
」
「
分
損
色
代
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
宣
旨
に
よ
っ
て
合
法
的
に
習
物
免
除
や
色
代
納
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

獲
得
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
参
期
と
は
「
年
新
野
分
・
調
庫
雑
物
、
毎
レ
至
二
参
期
（
解
文
進
レ
官
」
と
あ
る
よ
う
に
、
済
物
を
弁
済
す

べ
く
定
め
ら
れ
た
時
期
の
こ
と
で
あ
り
、
参
期
免
除
と
は
弁
済
す
べ
き
期
限
を
延
長
さ
れ
、
後
日
の
進
済
を
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ

る
。
異
損
色
代
は
異
損
に
よ
り
、
所
定
呼
物
の
代
物
弁
済
を
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
異
損
の
た
め
一
年
間
の
黒
物
や
そ
の
三
分
の
一
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

分
の
一
が
免
除
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
た
だ
、
異
損
亡
弊
に
よ
る
参
期
免
除
・
零
物
免
除
や
色
代
納
は
摂
関
期
に
も
み
ら
れ
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

れ
院
政
期
に
特
徴
的
な
現
象
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
問
題
と
な
る
の
は
、
造
作
成
功
に
よ
っ
て
香
物
免
除
と
さ
れ
る
ば
あ
い
で
あ
る
。
伊
賀

国
で
は
、
「
当
国
、
除
二
神
社
・
仏
寺
・
斎
宮
寮
納
・
斎
院
襖
祭
新
一
一
計
、
偏
被
レ
免
職
除
色
≧
雑
物
ハ
可
レ
造
訓
進
興
福
寺
一
之
状
、
前
≧
司
藤
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

資
良
朝
臣
任
以
後
、
代
≧
愛
機
、
毎
夕
申
請
、
国
華
二
裁
許
ご
と
あ
る
よ
う
に
、
造
興
福
寺
国
に
充
て
ら
れ
た
ば
あ
い
は
、
神
社
・
仏
寺
・
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

宮
・
斎
院
納
物
以
外
の
腰
物
は
免
除
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
康
平
年
輩
（
一
〇
五
八
～
六
四
）
の
藤
原
資
良
の
任
以
後
代
々
そ
う
で
あ
っ
た
と

い
う
。
　
「
抑
諸
国
成
功
之
時
、
錐
”
榊
熟
国
暗
或
被
レ
免
二
諸
司
納
物
ハ
或
蒙
二
参
期
免
除
宣
旨
一
」
は
諸
国
の
例
で
あ
る
と
、
院
政
期
の
あ
る
国
司

　
　
　
　
　
　
⑯

は
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
院
政
期
に
は
成
功
に
よ
り
造
作
を
請
負
っ
た
国
司
は
、
多
く
は
神
社
・
仏
寺
納
物
以
外
の
済
物
を
免
除
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
る
か
、
あ
る
い
は
参
期
免
除
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
造
作
成
功
が
盛
行
し
た
こ
之
を
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
他
物
未
進
が
恒
常
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化
す
る
要
因
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
単
物
免
除
の
宣
旨
を
獲
得
し
た
国
司
が
、
免
除
外
で
あ
っ
た
神
社
・
仏
寺
等
納
物
に
ま
で
、

そ
の
規
定
を
拡
大
せ
ん
と
す
る
挙
に
出
る
こ
と
も
充
分
予
想
さ
れ
る
。
実
際
に
も
「
又
募
劃
奉
遷
任
当
任
受
領
成
功
一
之
時
、
寄
記
事
於
左
右
ハ

　
　
　
（
仏
寺
力
）
　
　
　
　
　
　
（
窟
力
）
　
　
　
　
　
　
⑱

神
社
・
傍
守
・
封
家
・
納
宝
物
全
以
不
レ
済
」
と
い
う
事
態
も
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
十
二
世
紀
の
前
期
ま
で
は
、
特
定
の
納
官
物
の
弁
済
状
況
は
封
物
ほ
ど
危
機
的
で
は
な
か
っ
た
。
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
八
月
の

　
　
　
　
　
⑲

藤
原
宗
忠
奏
状
に
は
、
　
「
神
社
」
仏
寺
戯
画
全
不
該
弁
済
こ
と
あ
り
、
納
官
物
は
こ
と
さ
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
r
ま
た
、
保
安
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（一

齠
�
�
j
十
一
月
廿
五
日
伊
賀
国
解
は
、
内
蔵
寮
納
物
等
は
京
都
に
て
弁
済
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
、
十
二
世
紀
中
期
久
安
年
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
＝
四
五
～
五
〇
）
頃
を
境
に
し
て
、
そ
の
様
相
は
変
化
す
る
。
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
十
二
月
十
七
日
造
酒
司
注
進
状
案
に
は
「
備
前
国
造
山

霊
納
物
毎
年
百
五
十
石
、
追
レ
年
無
二
究
累
累
と
あ
る
。
日
記
類
に
も
こ
の
頃
か
ら
「
内
蔵
寮
申
コ
請
諸
国
未
済
紳
」
と
い
っ
た
諸
司
の
納
物
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

済
を
訴
え
る
記
事
が
多
く
み
え
て
く
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
豊
満
愚
物
未
進
の
頻
発
恒
常
化
に
対
し
て
、
諸
司
側
も
新
た
な
対
策
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
治
承
五
年
（
＝
八
一
）
正

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

月
十
九
日
主
殿
寮
解
案
に
よ
れ
ば
、
久
安
年
中
・
平
治
元
年
（
＝
五
九
）
・
長
寛
二
年
（
＝
六
四
）
と
度
々
に
亘
っ
て
、
異
損
、
あ
る
い
は
異
書

・
成
功
に
拘
ら
ず
主
殿
寮
納
物
を
弁
済
す
べ
し
と
の
寛
旨
が
下
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
長
寛
二
年
の
宣
旨
で
は
「
不
レ
論
二
前
後
宣
旨
二
と
、
一

旦
成
功
の
た
め
実
物
免
除
の
宜
旨
が
出
さ
れ
た
ば
あ
い
で
も
、
主
殿
寮
納
物
は
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
異
損

や
成
功
に
よ
っ
て
一
般
的
に
論
説
免
除
と
さ
れ
る
ば
あ
い
で
も
、
特
定
の
官
衙
の
納
物
に
限
っ
て
、
そ
の
免
除
規
定
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
そ
の
納
物
は
、

　
余
事
昌
定
長
一
云
、
近
欝
諸
国
黒
物
、
随
5
申
請
槻
有
田
免
除
↓
況
被
r
宛
昌
諸
社
修
造
一
之
国
≧
、
各
説
申
請
鰍
、
縦
錐
レ
拘
晶
重
書
（
被
レ
免
裁
繭
司
納
物
一
之
間
、

　
年
中
仏
神
事
已
下
諸
公
事
等
併
欲
晶
閾
怠
↓
免
除
之
問
能
可
レ
有
二
斜
酌
↓
凡
年
中
恒
例
臨
時
所
レ
入
之
用
途
、
仰
昌
諸
司
｝
令
昌
注
進
｛
於
昌
吉
月
途
之
誠
心
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
柾
可
レ
被
レ
拘
也
、
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
　
「
年
中
仏
神
事
已
下
諸
公
腎
癌
」
の
諸
用
途
、
す
な
わ
ち
等
色
と
し
て
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
用
途
で
あ
り
、
内
蔵
・
大
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炊
・
主
殿
寮
納
物
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
官
衙
は
所
領
の
便
補
保
を
多
数
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
因

の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

①
大
石
氏
前
掲
㈹
論
文
。

②
　
嘉
保
三
年
九
月
七
日
棄
大
寺
請
文
案
（
野
南
院
文
書
ニ
ノ
四
　
『
平
安
遺
文
属

　
一
三
六
二
号
）
、
嘉
承
元
年
八
月
五
日
官
宜
旨
（
百
巻
本
東
大
寺
文
書
二
十
三
号

　
『
平
安
職
題
文
』
　
一
山
画
論
ハ
ニ
号
）
。

③
　
久
安
三
年
五
月
十
六
日
官
宣
旨
案
（
百
巻
本
東
大
寺
文
書
四
十
号
　
　
『
平
安
遺

　
文
』
二
六
一
一
号
）
。

④
　
嘉
承
二
年
四
月
日
東
寺
封
戸
済
物
論
未
風
帯
（
東
寺
百
合
文
書
し
　
『
平
安
遺

　
文
隔
　
一
占
ハ
七
七
口
万
）
。

⑤
　
『
殿
暦
』
天
永
二
年
十
二
月
酷
暑
臼
条
、
『
中
右
記
』
永
久
二
年
六
月
十
九
日

　
条
、
同
年
十
二
月
廿
一
日
条
、
同
年
十
二
月
骨
九
日
条
等
。

⑥
『
中
右
記
』
長
治
元
年
七
月
十
八
日
条
。

⑦
　
『
中
右
認
』
大
治
四
年
七
月
十
八
日
条
。

⑧
　
　
『
中
右
記
』
康
和
五
年
十
二
月
廿
一
日
条
。

⑨
　
　
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
第
二
。

⑩
『
平
戸
記
』
仁
治
元
年
閨
十
月
十
七
日
条
所
収
。

⑭
　
寛
湘
三
年
三
月
五
日
官
符
（
『
政
事
要
略
』
巻
五
十
じ
。

⑫
『
本
朝
世
紀
』
仁
平
元
年
正
月
昔
六
日
市
。

⑬
『
本
朝
世
紀
駈
長
保
元
年
五
月
五
日
条
、
『
権
記
』
長
保
四
年
四
月
十
日
条
、

第
二
節
諸
司
領
便
補
保

　
間
長
保
五
年
八
月
十
六
日
条
等
参
照
。

⑭
寛
治
三
年
四
月
十
五
日
伊
賀
國
司
解
（
『
後
二
条
師
通
言
』
寛
治
三
年
四
月
廿
七

　
下
条
所
収
）
。

⑯
保
安
三
年
十
一
月
廿
五
日
伊
賀
国
司
解
案
（
東
大
寺
文
書
四
ノ
五
『
平
安
遺

　
文
』
一
九
七
四
号
）
。

⑯
　
　
（
仁
安
三
年
）
九
月
十
七
日
伊
豆
守
源
仲
綱
請
文
（
陽
明
文
庫
所
蔵
兵
学
記
仁

　
安
二
年
十
・
十
～
月
巻
裏
文
書
　
『
平
安
逡
文
』
三
圏
七
一
号
）
。

⑰
竹
内
理
三
「
成
功
・
栄
爵
考
」
（
同
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
第
H
部
）
。

⑲
　
『
長
秋
記
臨
元
永
二
年
夏
「
月
十
五
日
条
。

⑲
『
中
右
記
脳
保
延
元
年
八
月
廿
四
日
条
。

⑳
東
大
寺
文
書
四
ノ
五
『
平
安
遺
文
』
一
九
七
四
号
。

⑳
壬
生
家
文
書
『
平
安
遺
文
』
二
八
二
五
号
。

⑫
　
『
山
塊
記
』
永
暦
元
年
七
月
八
日
条
、
同
応
保
元
年
十
二
月
十
五
三
条
、
　
『
玉

　
葉
』
承
安
二
年
閏
十
二
月
十
二
日
条
、
同
安
元
三
年
七
月
｝
日
条
等
。

＠
　
壬
生
家
文
書
　
『
平
安
遺
文
』
三
九
四
九
号
。

⑳
　
　
『
玉
葉
恥
文
治
二
年
八
月
二
日
男
。

⑮
　
『
本
朝
世
紀
』
仁
平
元
年
正
月
廿
六
日
条
。

前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
納
官
物
の
弁
済
状
況
の
悪
化
の
中
で
、
男
物
を
恒
常
的
に
確
保
す
る
た
め
に
便
補
保
の
立
保
が
計
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
が
、
本
節
で
は
諸
司
領
の
便
補
保
に
つ
い
て
、
主
な
官
衙
毎
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
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①

　
最
初
に
、
官
厨
家
領
便
補
地
を
書
き
あ
げ
た
宮
中
便
補
地
由
緒
注
文
案
（
「
由
緒
注
文
」
）
な
ど
、
便
数
保
に
つ
い
て
纏
っ
た
史
料
が
存
在
す
る

　
　
　
　
②

太
政
官
厨
家
か
ら
み
て
ゆ
き
た
い
。
ま
ず
「
由
緒
注
文
」
を
手
懸
り
に
、
そ
の
便
補
地
を
個
別
的
に
分
析
す
る
。

　
①
陸
奥
国
安
達
郡
安
達
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
編
拒
捧
使
也

　
こ
の
荘
は
便
補
保
か
ら
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
補
保
は
、
　
「
件
往
者
、
本
領
主
。
右
史
生
惟
宗
定
兼
去
仁
平
元
年
、
触
二
種
藤
原
基
成
ハ

　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

申
淵
看
官
厨
家
綴
便
補
ハ
知
行
之
処
、
定
兼
滅
亡
之
間
、
隆
職
宿
禰
伝
糟
取
。
本
文
踏
肥
進
訓
退
地
主
職
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
陸
奥
拒
腰
使
で
あ

っ
た
省
史
生
惟
宗
定
兼
が
仁
平
元
年
（
＝
五
一
）
に
官
厨
家
便
補
保
と
し
て
立
詰
し
た
も
の
で
あ
る
。
立
保
の
前
年
久
安
六
年
に
、
こ
の
地
の

寄
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
右
史
生
と
い
う
中
央
官
衙
の
下
級
官
人
で
あ
る
惟
宗
定
兼
が
、
拒
桿
使
と
し
て
官
厨
家
納
物
を
徴
収
す

る
過
程
で
、
こ
の
私
領
を
取
得
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
私
領
を
も
と
に
し
て
、
立
保
を
申
請
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

地
主
職
は
小
槻
隆
職
・
国
宗
へ
と
伝
領
さ
れ
、
建
保
六
年
に
至
り
官
符
が
出
さ
れ
、
保
か
ら
荘
へ
の
転
化
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
荘
に
つ
い
て
は
、

立
保
は
仁
平
元
年
で
あ
り
、
富
厨
家
砕
石
補
保
と
し
て
は
最
も
早
い
時
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
②
常
陸
国
那
賀
郡
石
崎
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
家
力
）

　
件
保
者
、
本
領
主
僧
相
慶
振
建
久
六
年
主
調
付
隆
職
宿
禰
一
之
問
、
同
九
年
申
コ
立
漕
網
蒙
細
事
↓
多
年
知
行
、
…
：

　
こ
の
保
は
、
官
厨
家
納
物
便
補
保
で
あ
る
。
唐
門
は
建
久
九
年
（
＝
九
八
）
で
あ
る
が
、
建
久
六
年
に
本
領
主
僧
相
慶
の
算
置
へ
の
所
領
寄

進
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
⑧
若
狭
国
遠
敷
郡
国
富
荘

　
こ
の
荘
の
前
身
は
便
補
国
富
保
で
あ
る
。
国
富
保
が
立
保
さ
れ
た
の
は
、
計
量
の
主
張
に
よ
れ
ば
永
万
元
年
（
＝
六
五
）
で
あ
り
、
公
家
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

日
御
修
法
供
米
・
造
八
省
五
二
米
・
円
宗
寺
法
華
会
用
途
・
太
政
官
厨
家
納
物
の
四
箇
所
納
物
が
便
補
さ
れ
た
。
立
保
後
は
、
隆
盛
が
吉
原
安

富
と
い
う
仮
名
で
「
殊
入
二
功
力
評
開
嵩
発
荒
野
こ
（
由
緒
注
文
）
し
て
、
保
の
基
礎
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
保
は
当
初
か
ら
一
円
的
所
領
と
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
　
「
而
国
中
土
民
入
旧
作
保
冷
ハ
任
二
自
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便補保の成立について（勝山）

由
ハ
或
仁
川
松
林
寺
田
ハ
或
肥
州
細
工
名
田
ハ
不
レ
従
篇
保
司
之
所
勘
（
対
二
押
官
物
（
不
レ
勤
瓢
雑
事
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
衙
が
設
定
し
た
細
工

名
田
と
入
り
組
ん
で
お
り
、
他
領
住
民
の
入
作
も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
他
領
と
の
入
り
組
み
関
係
も
反
映
し
て
、
立
保
以

後
検
注
は
な
さ
れ
ず
、
保
内
田
畠
数
の
掌
握
も
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
建
久
五
年
に
至
り
、
保
支
配
の
強
化
を
目
論
む
保
司
の
訴
え
に
よ
り
、

他
領
の
入
り
組
み
を
否
定
す
る
国
司
庁
宣
が
出
さ
れ
、
翌
六
年
に
は
官
員
・
国
使
立
ち
合
い
の
下
で
立
券
が
行
わ
れ
、
黒
革
と
保
田
三
十
四
町

一
反
三
百
五
十
歩
が
確
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
改
め
て
国
郡
使
入
部
を
停
止
す
る
官
符
に
よ
り
、
一
円
的
所
領
と
し
て
認
め
ら
れ
、
同
時

に
隆
職
の
子
孫
相
伝
領
掌
た
る
こ
と
も
保
証
さ
れ
た
。
国
富
荘
の
成
立
も
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
④
近
江
国
坂
田
郡
細
江
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
孫

　
件
庄
者
、
隆
職
宿
禰
奉
幽
霊
雷
一
建
立
之
、
伝
コ
領
地
主
（
成
レ
便
コ
補
列
見
定
漢
学
黒
米
↓
建
久
八
年
被
凝
立
券
宣
旨
司
建
暦
元
年
重
賜
昌
。
相
伝
宣
旨
一
畢
、
…
・

　
こ
の
地
は
一
鞭
が
地
主
職
を
伝
写
し
、
列
見
定
考
炊
料
米
便
々
地
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
建
久
八
年
に
立
券
宣
旨
が
繊
さ
れ
、
細
江
荘
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
が
、
そ
れ
以
前
は
列
見
定
考
炊
竪
米
便
補
「
細
江
保
」
で
あ
っ
た
。
近
辺
に
は
、
石
清
水
八
幡
宮
放
生
会
料
米
語
補
保
が
荘
園
化
し
た
細
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

荘
や
大
番
給
田
、
さ
ら
に
は
感
二
院
領
坂
田
保
が
あ
り
、
諸
権
門
の
勢
力
が
錯
綜
し
て
い
る
。
建
鷹
元
年
（
一
二
＝
）
に
改
め
て
縄
墨
の
子
孫

相
伝
を
保
証
す
る
宣
旨
が
出
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
複
雑
な
領
有
関
係
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑤
備
前
国
和
気
郡
日
笠
保

　
こ
の
保
は
甥
御
祈
願
所
納
物
便
補
保
で
あ
る
が
、
官
厨
家
が
御
祈
願
所
納
物
を
管
理
し
て
い
る
の
で
、
広
義
の
官
厨
家
領
脚
補
保
と
み
な
す

　
　
　
　
　
⑦

こ
と
が
で
き
る
。
立
保
は
建
久
八
年
。
当
時
大
膳
亮
で
あ
っ
た
国
宗
が
、
本
領
主
藤
原
遠
景
の
寄
進
地
を
申
請
し
て
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
⑥
安
芸
国
安
芸
郡
世
能
・
荒
山
荘

　
建
久
四
年
、
安
芸
守
平
親
守
は
安
芸
南
郡
内
の
世
能
・
荒
山
両
村
を
、
官
厨
家
納
物
米
三
十
五
餅
・
地
子
交
易
絹
二
十
疋
・
油
一
型
三
斗
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

円
宗
寺
最
勝
会
料
米
三
十
餅
・
油
鼠
斗
を
進
済
す
る
便
補
保
に
指
定
し
た
。
こ
の
指
定
地
は
、
「
校
訓
量
彼
所
地
利
一
之
処
、
不
レ
及
二
五
分
之
一
一
」

と
便
補
陸
物
の
五
分
の
一
に
も
満
た
な
い
「
荒
廃
量
地
」
で
あ
っ
た
が
、
結
局
劇
職
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
立
保
の
際
隆
運
の
申
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請
に
基
づ
き
、
勅
院
事
・
大
小
国
役
・
国
使
青
笹
免
除
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
停
内
樋
国
郡
妨
ハ
為
レ
令
レ
安
訓
堵
住
民
こ
と
い
う

保
維
持
を
保
証
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
立
保
そ
の
も
の
に
不
可
欠
な
手
続
き
で
は
な
い
。
宣
旨
に
よ
り
宮
厨
家
納

物
と
円
宗
寺
最
勝
飾
窓
米
の
他
に
、
新
た
に
秋
季
御
読
経
料
米
百
石
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
の
便
蔵
書
が
世
能
・
荒
山
荘
の
前
身
で
あ
る
。

　
そ
の
後
「
収
調
招
浪
人
（
殊
入
内
功
力
一
開
発
」
と
保
の
開
発
が
行
わ
れ
た
が
、
必
ず
し
も
順
調
な
進
展
を
み
た
わ
け
で
は
な
い
。
立
保
後
間
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
い
頃
と
推
定
さ
れ
る
宗
兵
衛
宛
一
当
荘
（
保
）
の
地
頭
は
安
芸
守
護
宗
孝
親
で
あ
り
、
そ
の
一
族
で
あ
ろ
う
一
の
隆
職
書
状
に
よ
れ
ば
「
募
皆

色
依
二
保
民
草
済
肥
草
有
二
未
済
こ
と
か
、
　
「
国
保
油
鼠
法
之
由
、
還
令
二
訴
申
日
給
之
由
風
劃
聞
期
中
一
式
≧
」
と
あ
り
、
立
保
は
在
地
領
主
や

保
民
の
抵
抗
す
ら
招
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
荒
山
保
司
下
国
、
御
蔭
内
事
、
能
≧
可
二
令
レ
議
給
一
」
と
、
隆
職
の
意
を
受
け
現
地
で
在
地
領

主
と
と
も
に
開
発
と
保
経
営
に
あ
た
る
人
物
が
改
め
て
派
遣
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
荘
（
保
）
に
つ
い
て
は
、
「
件
庄
者
、
幽
界
宿
禰
入
二

開
発
功
こ
と
「
由
緒
注
文
」
に
は
み
え
る
が
、
保
司
と
し
て
実
際
現
地
へ
下
向
し
た
の
は
隆
職
自
身
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
の
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

発
は
現
地
の
在
地
領
主
と
の
「
合
議
」
の
下
で
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
建
久
八
年
に
至
り
、
在
庁
や
落
魚
住
人
等
の
堺
相
論
を
停
止
し
保
の
領
有
権
を
保
証
す
る
た
め
に
、
官
使
を
申
請
し
四
諦
を
定
め
、
立
券
文

が
作
成
さ
れ
る
。
そ
の
際
高
倉
院
法
華
堂
に
寄
進
さ
れ
、
世
能
・
荒
山
荘
が
成
立
す
る
。
し
か
し
、
荘
の
裁
縫
権
は
隆
職
の
手
に
保
留
さ
れ
、

実
質
的
に
は
宮
厨
家
領
で
あ
っ
た
。

　
⑦
土
佐
国
香
美
郡
吉
原
荘

　
こ
の
荘
は
建
久
九
年
、
重
職
が
官
御
祈
願
所
納
物
便
補
地
を
高
倉
院
法
華
堂
に
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
種
吉
原
荘
の
成
立
は
こ
の
時
期

に
求
め
ら
れ
る
が
、
便
補
地
建
立
は
そ
れ
以
前
に
遡
る
。
す
な
わ
ち
「
馬
道
老
、
自
縛
源
包
満
之
手
一
伝
領
之
後
、
隆
職
宿
禰
殊
入
瓢
功
力
（
開
肘

壷
荒
野
近
地
二
と
あ
る
よ
う
に
、
隆
職
が
源
包
満
よ
り
伝
習
し
た
所
領
を
、
官
御
祈
願
所
納
物
な
ど
を
進
済
す
る
下
墨
保
に
立
て
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
。
こ
の
便
補
地
は
、
玄
能
・
荒
山
荘
な
ど
の
例
を
参
照
す
れ
ば
、
当
初
官
御
祈
願
所
納
物
便
補
保
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
建

久
九
年
宣
旨
に
よ
り
、
公
家
長
日
不
断
法
供
米
・
門
宗
寺
法
花
会
立
米
・
太
政
官
厨
家
納
物
便
補
地
な
ら
び
に
高
倉
院
法
華
堂
領
と
し
て
、
国
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⑬

使
入
勘
・
勅
院
事
が
免
除
さ
れ
、
隆
職
の
子
々
孫
凌
領
掌
と
さ
れ
た
。

　
⑧
讃
岐
国
那
珂
郡
柞
原
荘
・
備
後
国
世
羅
郡
神
崎
荘
・
美
作
国
大
庭
黒
田
原
荘

　
柞
無
漏
は
、
隆
職
が
開
発
の
功
力
を
投
入
し
た
所
領
で
、
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
に
宣
旨
に
よ
り
そ
の
相
伝
が
保
証
さ
れ
、
翌
四
年
に
重
ね

て
立
券
荘
号
の
官
符
も
出
さ
れ
て
い
る
。
神
崎
荘
も
読
谷
が
功
力
を
投
入
し
開
発
し
た
所
領
で
、
安
元
二
年
（
二
七
六
）
に
子
孫
相
伝
の
宣
旨

が
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
田
原
荘
は
、
隆
職
が
本
領
主
三
野
漫
評
よ
り
伝
録
知
行
し
た
も
の
で
、
元
暦
元
年
（
二
八
四
）
に
相
伝
を
保
証
す

る
宣
旨
が
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
荘
園
は
成
立
経
過
を
卜
す
史
料
が
乏
し
く
、
田
原
荘
が
八
省
御
斎
会
料
旧
事
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
以
外
、
他
の
二
恩
に
つ
い
て
は
春
菊
家
領
便
補
地
と
し
て
も
、
そ
の
便
補
対
象
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
本
領
主
か
ら
の
伝
領
と

か
、
隆
職
の
開
発
と
い
う
所
領
成
立
の
文
言
や
、
い
ず
れ
も
宣
旨
が
下
さ
れ
て
隆
職
の
子
孫
相
伝
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
、
こ
れ
ま
で
述

べ
た
官
厨
家
領
便
補
血
の
諸
例
と
共
通
す
る
こ
と
に
注
拝
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸
掛
も
そ
の
前
身
は
便
補
保
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
、
大
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
ず
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

　
⑨
越
前
坂
井
郡
池
上
荘
・
紀
伊
国
名
草
郡
旦
来
保
・
安
芸
国
河
上
・
熊
野
保

　
こ
の
三
ケ
所
は
「
已
上
三
ケ
所
有
二
由
緒
ハ
各
別
相
伝
云
≧
」
と
あ
り
、
小
槻
永
業
の
一
流
に
知
行
の
由
緒
が
あ
り
、
そ
の
立
保
に
は
隆
職

な
ど
は
関
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
ケ
所
の
内
安
芸
国
河
上
・
熊
野
保
は
、
小
槻
広
房
が
文
治
四
年
（
＝
八
八
）
に
本
領
主
意
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
寄
文
を
得
て
御
祈
願
所
便
補
保
を
立
て
た
も
の
で
、
建
久
七
年
置
は
宣
旨
が
下
さ
れ
た
。
八
省
御
斎
会
な
ら
び
に
臨
御
祈
願
所
料
物
量
補
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

で
あ
る
紀
伊
国
図
仁
保
は
、
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
ま
で
に
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
建
久
六
年
す
で
に
荘
と
し
て
み
え
る
越

　
　
　
　
⑰

前
軍
池
上
荘
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
承
久
年
間
ま
で
に
小
槻
乙
案
や
面
影
に
よ
っ
て
官
厨
家
関
係
の
納
物
便
補
保
と
し
て
立
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
⑩
上
総
国
今
富
保
・
加
賀
国
石
川
郡
北
島
保
・
備
中
国
山
手
保

　
こ
の
三
ケ
所
は
、
　
「
由
緒
注
文
」
が
書
か
れ
た
鎌
倉
後
期
に
は
小
槻
朝
治
の
知
行
に
属
し
て
い
る
が
、
そ
の
由
緒
を
否
定
す
る
隆
職
流
の
淳
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方
・
有
家
に
よ
れ
ば
、
加
賀
国
北
島
保
は
隆
職
の
官
務
在
任
中
（
建
久
二
年
）
、
上
総
国
今
富
保
・
備
中
国
山
手
保
は
國
宗
の
宮
務
時
に
立
回
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

れ
、
い
ず
れ
も
地
主
職
根
伝
や
開
発
の
功
に
よ
り
、
知
行
の
由
緒
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
鎌
倉
中
後
期
の
相
論
の
滑
降
は
さ
て
お
き
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

三
ケ
所
は
隆
職
・
国
宗
の
代
に
官
厨
家
関
係
の
納
物
の
下
界
保
と
し
て
立
保
を
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
⑪
越
中
国
黒
田
保
・
同
中
村
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
二
保
は
「
由
緒
注
文
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
無
漏
家
領
便
補
保
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
立
保
の
事
構
や
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
以
上
「
由
緒
注
文
」
を
室
た
る
素
材
と
し
て
、
宮
厨
家
領
導
補
保
を
概
観
し
た
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
便
享
保
も
し
く
は
早
引
保
か
ら

荘
園
化
し
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
含
め
て
、
そ
の
形
成
に
二
つ
の
型
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
富
荘
・
神
崎
荘
・
柞
原
荘
・
世

能
・
荒
山
荘
な
ど
の
よ
う
に
、
「
件
曝
者
、
隆
職
寸
歩
隆
。
原
入
・
開
発
功
力
こ
と
か
、
「
件
曝
者
、
隆
職
宿
禰
入
多
発
功
力
こ
と
い
う
宮

厨
家
の
開
発
功
力
投
入
の
記
載
が
み
ら
れ
る
も
の
と
、
日
笠
保
・
田
原
荘
・
吉
原
荘
・
細
江
荘
の
よ
う
に
、
　
「
件
保
老
、
本
領
主
僧
糊
慶
去
建

久
六
年
害
訓
附
隆
職
宿
禰
こ
と
か
、
　
「
件
庄
老
、
自
二
巴
包
満
之
手
一
翼
領
」
と
あ
り
、
隆
職
や
国
宗
が
本
領
主
か
ら
所
領
を
寄
進
さ
れ
た
と
い

う
記
載
が
み
ら
れ
る
も
の
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
先
述
の
便
補
保
形
成
の
二
つ
の
型
、
つ
ま
り
「
国
守
主
導
型
」
と
「
諸

司
・
封
家
主
導
型
」
に
対
応
す
る
と
い
え
る
。

　
次
に
、
官
厨
家
遅
便
補
保
の
形
成
年
代
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
注
意
し
た
い
第
一
点
は
、
官
厨
家
領
便
補
保
の
初
見
と
考
え

ら
れ
る
陸
奥
安
達
荘
の
寒
九
が
仁
平
元
年
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
に
久
安
年
問
（
一
一
四
五
～
五
〇
）
頃
を
境
に
し
て
、
納
官
曲
物
の
弁
済
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

況
が
急
速
に
悪
化
す
る
と
述
べ
た
が
、
官
厨
家
の
ば
あ
い
に
も
こ
の
よ
う
な
動
向
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
立
保
年

代
が
判
明
し
な
い
越
中
国
黒
田
・
中
村
両
保
、
さ
ら
に
は
安
達
荘
や
永
業
流
知
行
の
三
保
を
除
い
て
、
い
つ
れ
も
隆
職
・
国
宗
の
代
の
建
立
に

か
か
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
官
務
の
批
襲
舗
が
成
立
す
る
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
官
厨
家
領
便
補
保
の
形
成
期
で
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
特
に
、
隆
職
の
最
晩
年
に
あ
た
る
建
久
六
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
は
、
新
た
な
便
享
保
が
立
保
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に
立
て

ら
れ
て
い
た
便
補
保
も
、
一
国
平
均
の
役
や
国
使
至
上
の
免
除
を
獲
得
し
荘
激
化
す
る
と
と
も
に
、
隆
職
の
子
孫
相
伝
が
官
符
や
宣
旨
で
認
め
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ら
れ
る
。
あ
る
い
は
保
の
ま
ま
で
、
実
質
的
に
荘
園
と
変
ら
な
い
形
で
同
様
の
所
領
的
保
証
が
与
え
ら
れ
る
。
以
後
国
宗
の
代
に
若
千
の
便
補

保
が
付
け
加
わ
る
が
、
官
厨
家
領
の
骨
格
は
こ
の
蒋
期
に
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
官
厨
家
領
二
項
保
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
他
の
官
衙
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
主
殿
寮
の
ば
あ
い
、
文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）
段
階
で
は

納
物
所
済
国
は
四
十
三
ケ
国
と
大
宰
府
に
及
ん
で
い
る
が
（
表
①
）
、
便
補
保
が
立
て
ら
れ
た
の
は
、
安
芸
（
入
江
保
）
・
美
作
（
宇
野
保
）
・
近
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

（
押
立
保
）
・
加
賀
・
紀
伊
の
五
ケ
国
に
す
ぎ
な
い
（
「
主
殿
雅
男
」
）
。
い
ず
れ
も
年
別
油
が
便
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
安
芸
国
入
厚
保
と
加

賀
の
便
補
保
は
前
年
立
保
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
前
々
司
野
中
に
飯
岡
保
に
代
え
て
立
保
さ
れ
た
宇
野
保
は
、
八
幡
末
寺
機
子
寺
使
に
損
亡

せ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
寮
領
聴
感
保
は
こ
の
段
階
で
は
、
所
領
と
し
て
妥
定
し
て
い
た
と
は
い
え
ず
、
こ
れ
以
後
転
倒
や
新

允
な
立
保
が
あ
り
、
美
作
宇
野
保
が
失
わ
れ
、
新
し
く
戸
矢
子
・
窪
田
保
（
下
野
）
・
河
内
・
包
光
保
（
長
門
）
・
国
安
・
今
島
保
（
因
幡
）
・
平
原
保

（
壱
岐
）
・
薦
生
保
（
伊
賀
）
が
加
わ
り
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
に
は
九
ケ
国
の
便
補
保
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
た
大
炊
寮
の
ば
あ
い
、
橋
本
義
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
室
町
時
代
に
は
殿
上
熟
睡
米
料
所
の
便
覧
保
が
十
ケ
国
十
一
ケ
所
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
マ
　
　
マ
）
　
　
　
　
（
＃
叫
力
）

鎌
倉
時
代
に
遡
る
と
、
承
久
三
年
（
一
二
一
＝
）
八
月
廿
四
日
関
東
下
知
状
案
に
は
「
大
炊
寮
訴
申
、
山
城
、
・
摂
津
国
河
内
御
稲
田
□
諸
国
便
補

　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
米
力
）

保
武
士
使
寄
航
事
於
兵
鞍
ロ
ハ
公
家
供
御
米
隠
事
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
ま
で
に
大
炊
寮
領
諸
国
便
補
保
の
成
立
を
み
て
い
た
。
さ
ら
に
遡
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
物
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
替
力
）

ば
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
九
月
八
日
官
宣
旨
案
に
よ
る
と
、
「
当
寮
塗
壁
諸
国
便
補
保
一
度
建
立
後
、
縦
国
司
単
二
遷
ロ
ハ
永
不
レ
宛
二
国
役
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
被
力
）

不
レ
入
門
国
使
｛
不
レ
可
レ
有
二
異
議
一
由
□
二
宣
下
こ
と
の
大
炊
寮
の
申
請
が
認
め
ら
れ
、
予
納
物
音
三
保
は
一
旦
建
立
さ
れ
た
後
は
、
国
司
遷
替

に
か
か
わ
り
な
く
一
国
平
均
の
役
と
国
使
入
勘
が
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
炊
寮
領
差
響
保
が
一
般
的
に
不
入
権
を
認
め
ら
れ
、
一

国
平
均
の
役
免
除
の
官
省
符
荘
と
実
質
的
に
同
質
の
存
在
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
管
領
墨
筆
保
の
形
成
と
そ
の
確
保
の
上
で
大
き

な
意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
文
書
か
ら
正
治
元
年
当
時
、
大
炊
寮
全
便
補
保
が
諸
国
に
亘
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

推
定
で
き
る
。
以
上
明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
先
述
し
た
官
厨
家
の
例
を
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
大
炊
寮
領
便
補
保
も
正
治
年
間
を
ピ
ー
ク
に

し
て
、
承
久
年
間
頃
ま
で
に
そ
の
量
的
拡
大
を
終
え
て
い
た
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
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さ
て
、
諸
司
の
中
で
は
概
括
的
で
あ
れ
、
そ
の
所
領
の
便
流
燈
の
形
成
年
代
を
推
定
で
き
る
の
は
、
以
上
の
三
官
衙
に
限
ら
れ
る
の
で
、
こ

こ
で
諸
司
静
思
補
整
の
事
例
を
あ
げ
る
こ
と
を
や
め
、
次
に
ま
と
め
の
意
味
で
、
ど
の
よ
う
な
官
衙
の
如
何
な
る
納
物
が
便
補
の
対
象
と
な
っ

た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　
官
厨
家
二
業
留
保
で
愚
息
の
対
象
と
な
っ
た
納
物
を
あ
げ
る
と
、
宮
厨
家
納
物
・
官
御
祈
願
所
納
物
（
公
家
長
日
御
修
法
供
米
）
・
造
八
省
院

賞
米
・
円
宗
寺
法
華
・
最
勝
両
会
用
途
物
・
八
省
御
斎
会
料
物
・
列
見
定
翠
蓋
料
米
な
ど
が
あ
る
が
、
官
厨
家
納
物
の
他
は
官
厨
家
が
関
わ
る

朝
廷
の
恒
例
の
仏
神
事
以
下
の
公
事
の
用
途
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
用
途
は
も
と
も
と
永
宮
符
や
永
宣
旨
で
、
所
定
の
国
々
か

ら
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
主
殿
寮
領
便
補
筆
で
は
年
別
油
、
大
炊
寮
領
で
は
殿
上
熱
食
米
が
そ
れ
ぞ
れ
便
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
⑫

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
他
所
領
と
し
て
便
補
保
が
確
認
さ
れ
る
官
衙
は
、
管
見
の
限
り
で
は
大
蔵
省
・
造
酒
司
・
内
蔵
寮
・
掃
馬
寮
・
大
膳
職
な

ど
が
あ
る
。
以
上
の
官
衙
の
う
ち
、
太
政
官
厨
家
と
大
蔵
省
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
内
廷
関
係
の
官
厨
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
が
、

宮
厨
家
の
ば
あ
い
は
朝
廷
の
諸
公
事
に
関
わ
っ
て
い
る
。
大
蔵
省
の
ば
あ
い
も
、
常
陸
国
笠
間
保
は
祈
年
祭
諸
費
・
神
躍
食
用
途
・
B
吉
祭
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

料
・
円
宗
寺
法
華
愚
蒙
綿
・
御
斎
会
料
が
便
補
さ
れ
て
お
り
、
官
衙
家
と
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
便
補
保
が
立

保
さ
れ
所
領
と
し
て
確
保
さ
れ
た
官
衙
は
、
内
廷
関
係
の
官
衙
や
朝
廷
の
恒
例
・
臨
時
の
諸
公
事
の
用
途
を
掌
ど
る
官
衙
に
限
定
さ
れ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
先
述
し
た
「
無
色
」
と
し
て
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
朝
廷
の
諸
公
事
用
途
に
関
わ
る
官
衙
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
の
で
あ
る
。

　
①
　
壬
生
家
文
書
　
『
鎌
倉
遺
文
』
三
〇
三
九
号
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
長
寛
二
年
九
月
廿
五
日
官
宣
旨
（
古
文
書
纂
二
坂
本
蓮
華
院
文
書
　
『
平
安
遺

②
　
太
政
官
厨
家
に
つ
い
て
は
、
橋
本
氏
前
掲
㈹
⑧
論
文
参
照
。

③
　
本
節
の
引
用
史
料
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
「
由
緒
注
文
」
に
よ
る
。

④
　
建
久
六
年
十
二
月
四
日
官
符
（
吉
川
半
黒
氏
旧
蔵
文
書
　
　
『
鎌
倉
遺
文
』
八
二

　
〇
号
。
）
尚
、
本
荘
の
分
析
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
こ
の
文
書
に
よ
る
。

⑤
天
福
元
年
五
月
日
石
清
水
八
幡
宮
所
司
言
上
状
（
「
宮
寺
縁
事
抄
」
『
鎌
倉
遺

　
文
』
西
五
一
二
号
）
に
、
「
又
如
究
理
ソ
立
二
列
見
定
斜
壁
一
之
時
と
と
あ
る
。

　
文
』
　
二
三
一
〇
暑
）
。

⑦
先
述
の
国
本
保
や
後
述
す
る
吉
原
保
な
ど
の
よ
う
に
、
官
厨
家
納
物
も
合
せ
て

　
便
補
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑧
　
建
久
九
年
官
宣
旨
案
（
壬
生
家
文
書
　
　
『
鎌
倉
遣
文
』
一
〇
二
四
号
）
。
本
窪
の

　
以
下
の
分
析
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
こ
の
文
書
に
よ
る
。

⑨
　
田
中
稔
「
承
久
の
乱
坐
の
新
補
地
頭
補
任
〈
拾
遺
〉
」
　
（
『
史
学
雑
誌
』
第
七
九
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便補保の成立について（勝山）

　
編
｝
二
号
）
。

⑩
年
未
詳
七
月
廿
日
左
大
史
筆
嬉
野
職
書
状
案
（
壬
生
家
文
書
『
鎌
倉
遺
文
』

　
七
圏
七
号
）
。

⑪
　
承
久
三
年
十
月
八
日
官
使
清
原
宣
景
申
状
案
（
京
大
図
書
館
所
蔵
清
家
文
書

　
『
鎌
倉
遺
文
』
二
八
四
五
号
）
に
よ
れ
ば
、
当
選
地
頭
の
権
限
の
及
ぶ
範
囲
は
飛

　
山
村
以
下
の
商
量
と
地
頭
名
で
あ
る
久
武
名
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
久
武
名
は
、

　
「
在
庁
別
名
」
で
あ
る
「
散
在
久
武
」
　
（
石
井
進
「
平
氏
・
鎌
倉
両
政
権
下
の
安

　
芸
国
衙
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
二
五
七
号
）
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

　
の
こ
と
は
久
武
名
を
包
摂
す
る
形
で
、
当
保
が
立
保
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

　
る
。
ま
た
、
荘
内
に
地
頭
の
権
限
が
及
ば
な
い
村
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
重
層
的
な

　
開
発
が
想
定
さ
れ
る
こ
の
荘
に
お
い
て
、
特
定
の
村
で
は
官
厨
家
側
の
主
導
す
る

　
開
発
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
尚
、
荘
内
に
は
久
武
名
の
他
に
も
、
権

　
国
造
景
品
の
所
領
「
市
吉
別
結
物
名
」
が
あ
っ
た
（
嘉
禎
四
年
九
見
日
安
芸
厳
島

　
社
神
官
等
解
案
、
厳
島
野
坂
文
書
　
『
鎌
倉
遺
文
』
五
三
　
○
号
）
。

⑫
貞
応
二
年
六
月
十
一
日
小
槻
国
字
譲
状
案
（
壬
生
家
文
書
『
鎌
倉
遺
文
』
瓢
＝

　
一
七
号
）
。

⑬
建
久
九
年
十
一
月
日
土
佐
国
留
守
所
下
文
案
（
壬
生
家
文
書
『
鎌
倉
遣
文
』

　
一
〇
　
四
号
）
。

⑭
建
久
六
年
十
二
月
四
日
官
符
（
注
④
）
に
、
諸
役
が
陣
止
さ
れ
た
悪
例
と
し
て
、

　
越
前
国
池
上
荘
と
こ
の
柞
原
荘
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑮
年
月
日
未
詳
小
槻
有
家
申
状
案
（
壬
生
家
文
書
）
。

⑯
　
暦
応
四
年
七
月
廿
｝
目
足
利
直
義
下
知
状
（
壬
生
家
文
書
）
。

⑰
建
久
六
年
十
二
月
四
日
官
符
（
注
④
）
。

⑱
年
未
詳
六
月
六
日
左
畜
産
小
槻
有
家
請
文
案
、
文
永
穴
年
四
月
十
一
日
小
槻
有

　
家
奏
問
状
案
（
い
ず
れ
も
垂
生
家
文
書
）
。

⑲
　
小
槻
季
継
・
朝
治
流
が
こ
の
三
ケ
所
の
黙
過
保
を
知
行
す
る
の
は
、
国
宗
死
去

　
の
後
、
貞
応
三
年
に
季
継
が
官
務
に
就
任
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
有
家
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
隆
職
・
国
宗
の
代
に
建
立
さ
れ
た
三
二
保
は
、

　
官
務
管
領
の
地
と
し
て
　
旦
勝
継
に
「
分
附
」
さ
れ
る
が
、
国
忌
の
孫
の
淳
方
の

　
訴
え
に
よ
り
、
こ
の
三
ケ
所
を
除
く
安
達
荘
以
下
の
便
補
地
は
淳
方
に
返
付
さ
れ

　
た
の
で
あ
る
（
注
⑱
）
。

⑳
　
年
未
詳
九
月
八
日
沙
弥
某
書
状
案
（
壬
生
家
文
書
）
。

⑳
　
　
「
由
緒
注
文
」
に
は
こ
の
外
に
、
常
陸
国
吉
田
社
と
「
寄
附
社
寺
所
≧
」
と
し

　
て
筑
前
國
延
藤
名
、
陶
国
久
原
・
蓋
永
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
ケ
所
は

　
神
社
と
名
で
あ
り
、
た
と
え
官
厨
家
便
器
地
と
し
て
も
、
末
文
に
と
り
あ
げ
た
便

　
補
保
や
荘
と
そ
の
成
立
の
事
情
は
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
購
社
の
ば

　
あ
い
、
小
槻
政
重
に
寄
進
さ
れ
た
の
は
長
承
年
中
で
あ
り
（
「
由
緒
注
文
」
）
、
他
の

　
毒
筆
保
の
建
立
が
仁
平
以
降
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
若
干
早
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ

　
る
。
ま
た
、
常
陸
国
で
は
別
に
冨
厨
家
納
物
便
無
常
と
し
て
石
崎
保
が
建
立
さ
れ

　
て
い
る
こ
と
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筑
前
国
の
二
名
に
つ
い
て
は
、
便
補

　
保
と
さ
れ
ず
に
北
野
社
や
建
仁
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
点
で
、
無
職
や
國
宗
の
私

　
的
な
所
領
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
、
こ
の
三
ケ
所
は
耐
え

　
て
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。

⑫
　
諸
司
領
便
補
保
の
初
見
は
、
康
和
五
年
（
二
〇
三
）
酒
保
の
造
酒
司
領
河
内
國

　
甘
南
備
保
で
あ
る
（
嘉
禎
四
年
十
一
月
日
河
内
国
龍
泉
寺
所
司
等
解
案
、
大
東
家

　
文
書
『
春
日
神
社
文
書
』
第
三
巻
）
。
管
見
の
限
り
、
十
二
世
紀
前
半
ま
で
に
立

　
保
さ
れ
た
諸
司
領
便
補
食
は
こ
の
外
に
、
天
承
元
年
（
一
＝
一
…
一
）
に
み
え
る
大
蔵

　
省
領
紀
伊
国
市
保
（
天
承
元
年
十
月
十
四
臼
紀
伊
国
司
庁
宣
案
、
根
来
要
書
上

　
『
平
安
遺
文
』
二
｝
＝
○
号
）
の
み
で
あ
る
。

⑬
　
橋
本
疵
前
掲
㈲
⑧
論
文
。

⑳
　
鎌
倉
前
期
の
関
連
史
料
と
し
て
は
、
元
久
元
年
十
二
月
日
安
芸
国
入
建
保
司
等

　
解
案
（
壬
生
家
文
書
　
『
鎌
倉
遺
文
』
一
五
一
四
号
）
、
承
久
二
年
四
月
廿
五
日
平

　
時
基
請
文
（
壬
生
家
文
書
　
　
『
鎌
倉
遺
文
』
二
六
〇
〇
母
）
が
あ
る
。

⑳
　
建
武
三
年
十
二
月
十
七
日
光
厳
上
皇
院
宣
（
壬
生
家
文
書
）
。
尚
、
主
殿
寮
領
に
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つ
い
て
は
、
奥
野
氏
前
掲
書
な
ら
び
に
橋
本
氏
前
掲
⑧
論
文
参
照
。

⑯
　
橋
本
氏
前
掲
◎
論
文
。

⑳
　
　
『
師
守
記
』
貞
治
三
年
三
月
巻
裏
文
碧
。

曾
　
　
『
師
積
書
』
貞
治
三
年
四
月
巻
上
文
霜
。

⑳
　
た
と
え
ば
、
円
宗
寺
最
勝
会
用
途
は
、
永
保
二
年
六
月
十
六
日
宣
旨
で
米
・
絹

　
・
糸
な
ど
が
諸
国
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
（
『
江
家
次
第
』
第
五
　
円
宗
寺
最
勝
会

　
事
）
。

⑳
天
承
元
年
十
月
十
四
日
紀
伊
国
籍
宣
案
（
根
来
要
書
上
『
平
安
遺
文
蝕
ニ
ニ

　
一
〇
口
万
）
に
繭
巾
保
、
　
『
勘
仲
記
』
用
弘
｛
女
L
T
一
年
六
月
十
一
日
条
に
、
大
蔵
省
幣
料
　

　
便
補
保
と
し
て
常
陸
国
笠
間
保
・
下
総
国
大
須
賀
保
が
み
え
る
。

⑳
　
『
黄
葉
記
』
宝
治
元
年
三
月
十
【
日
条
に
、
出
雲
国
赤
江
保
・
周
防
国
久
賀

　
保
・
備
中
園
永
冨
保
が
み
え
る
。

⑫
　
貞
応
二
年
四
月
日
淡
路
国
大
団
文
、
（
下
野
皆
川
文
章
　
『
鎌
食
遺
文
』
三
〇
八

　
八
弩
）
に
、
掃
守
保
が
み
え
る
。

⑱
　
建
久
八
年
四
月
珊
聴
官
宣
旨
（
『
続
左
丞
抄
』
第
一
　
『
鎌
倉
遺
文
曝
九
｝
二
号
）

　
に
み
え
る
播
磨
国
小
犬
丸
保
は
穀
倉
院
領
便
補
保
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑭
　
（
承
久
一
一
年
）
五
月
廿
四
日
左
衛
門
少
尉
某
書
状
（
東
洋
文
庫
所
蔵
民
経
記
寛
喜

　
三
年
八
月
巻
裏
文
書
　
　
『
鎌
倉
遺
文
』
二
六
一
一
号
）
。
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第
四
章
　
便
補
保
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
便
補
保
が
成
立
す
る
十
一
世
紀
末
期
以
降
は
、
国
家
的
給
与
体
系
の
弛
緩
が
ま
す
ま
す
進
み
、
以
前
か
ら
み
ら
れ
た
貴
族
・
寺
社
の
所
領
形

成
の
動
き
が
い
よ
い
よ
活
発
と
な
り
、
中
央
と
地
方
と
の
個
別
的
結
び
つ
き
も
緊
密
の
度
を
加
え
て
ゆ
く
。
便
補
保
の
成
立
も
こ
の
よ
う
な
時

代
の
趨
勢
の
一
環
と
し
て
把
え
う
る
。
貴
族
、
特
に
中
央
官
衙
に
所
属
す
る
中
下
級
官
人
や
京
師
近
辺
の
中
央
寺
社
の
僧
侶
・
神
人
に
と
っ
て
、

便
補
角
成
立
は
そ
の
所
領
形
成
上
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
こ
の
問
題
を
中
心
に
据
え
て
考
え
て
み
た
い
。

　
便
補
保
建
立
に
際
し
て
、
感
神
馬
大
別
当
の
行
事
や
勝
尊
な
ど
採
物
徴
収
に
あ
た
っ
て
い
た
人
物
は
い
う
に
及
ば
ず
、
東
大
寺
権
上
座
威
儀

師
口
軽
、
官
厨
家
で
は
小
槻
隆
職
や
国
宗
な
ど
、
単
物
徴
収
を
総
括
す
る
地
位
に
あ
る
人
物
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
行
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
丹
波
国
国
々
偽
筆
保
と
近
江
国
守
富
保
、
勝
尊
が
近
江
国
坂
田
保
と
備
後
国
小
童
保
、
覚
仁
が
下
野
国
薗
部
保
、
隆
職
が
若
狭
国
国
富
保
な

ど
と
、
怪
物
徴
収
の
過
程
で
獲
得
さ
れ
た
所
領
で
あ
れ
、
国
守
の
詣
憂
し
た
国
領
地
で
あ
れ
、
便
補
保
立
保
の
申
請
を
行
い
、
立
保
後
は
保
司

に
な
る
こ
と
が
多
い
。
便
補
保
の
開
発
と
経
営
の
成
否
は
、
保
司
で
あ
る
彼
ら
の
手
腕
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
開
発
や
保
司
の
権
限
で
あ

　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
勧
農
権
の
行
使
に
は
魍
応
の
「
功
力
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
在
京
領
主
で
あ
る
彼
ら
の
ば
あ
い
、
そ
の
「
功
力
」
は
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ど
の
よ
う
に
し
て
調
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
近
江
国
守
富
保
と
丹
波
国
波
々
伯
部
保
の
保
司
で
あ
っ
た
感
神
聖
大
別
当
行
円
の
ば
あ
い
は
、
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
十
月
便
補
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
認
定
さ
れ
た
浅
井
西
郡
内
の
開
発
田
の
存
在
や
、
そ
の
維
持
困
難
と
み
る
や
、
康
和
三
年
（
＝
〇
一
）
改
め
て
守
富
保
を
申
請
し
て
い
る
こ

⑦と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
便
補
保
立
保
以
前
以
後
を
通
じ
、
近
江
国
内
に
お
け
る
広
汎
な
活
動
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
背
後
に
は
徴
税
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

負
い
を
含
む
幅
広
い
高
利
貸
活
動
も
想
定
し
う
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
波
々
伯
部
保
立
保
に
至
る
過
程
を
み
る
と
、
先
述
し
た
よ
う
に
野
物
徴
収

請
負
い
・
私
領
獲
得
・
便
補
保
立
保
が
継
起
し
て
い
る
。
封
物
徴
収
請
負
い
が
私
領
獲
得
を
も
た
ら
し
、
便
補
保
収
取
物
の
離
物
控
除
部
分
が

保
司
で
あ
る
彼
の
得
分
と
し
て
期
待
で
き
る
点
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
一
種
の
高
利
貸
活
動
的
構
造
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、

彼
の
不
断
の
高
利
貸
活
動
の
果
実
が
、
こ
れ
ら
の
便
補
保
の
開
発
や
経
営
の
「
功
力
」
と
し
て
投
下
さ
れ
た
こ
と
は
充
分
考
え
う
る
。
と
す
れ

ば
、
便
補
保
の
開
発
や
経
営
の
「
功
力
」
が
、
高
利
貸
活
動
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
蓄
積
に
求
め
ら
れ
る
ば
あ
い
を
、
一
つ
の
類
型
と
し
て
た
て

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
次
に
と
り
あ
げ
る
の
は
東
大
寺
権
上
座
威
儀
師
覚
仁
の
ば
あ
い
で
あ
る
。
応
保
二
年
（
二
六
二
）
の
立
保
庁
宣
に
よ
れ
ば
、
　
「
兼
美
郷
分
田

代
荒
野
不
レ
極
重
多
少
｛
惜
可
曽
一
充
行
四
更
致
晶
能
治
一
可
二
開
発
一
之
由
、
保
司
所
下
令
晶
申
請
一
給
乱
塾
」
と
あ
り
、
薗
部
郷
の
里
雪
は
郷
雲
田
代
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

荒
野
の
開
発
を
前
提
と
し
て
い
た
。
当
時
、
彼
は
東
大
寺
諸
国
封
戸
物
徴
収
の
統
括
者
で
あ
り
、
徴
収
さ
れ
た
封
物
を
薗
部
保
開
発
に
融
通
で

き
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
点
よ
り
む
し
ろ
、
彼
が
久
安
年
中
（
＝
四
五
～
五
〇
）
以
降
伊
賀
国
東
大
寺
領
支
配
の
担
当
老
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

保
元
二
年
（
＝
五
七
）
に
黒
田
荘
の
直
接
支
配
に
あ
た
る
預
所
に
補
任
さ
れ
、
応
保
年
間
も
引
き
続
き
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
黒
田
荘
に
預
所
が
設
置
さ
れ
、
東
大
寺
の
支
配
が
強
化
さ
れ
る
時
期
と
相
前
後
し
て
、
薗
部
保
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
覚
仁
は
、

一
方
で
は
黒
田
荘
預
所
、
他
方
で
は
薗
部
保
司
と
し
て
、
両
寺
領
支
配
に
関
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
伊
賀
国
寺
領
か
ら
の
収

取
物
が
、
薗
部
保
開
発
に
流
用
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
融
通
さ
れ
ん
と
し
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
便
補
講
の
開
発
や
経

営
の
「
功
力
」
と
し
て
、
立
保
申
請
者
あ
る
い
は
彼
が
属
す
る
組
織
体
の
荘
園
（
所
領
）
の
収
取
物
が
充
て
ら
れ
る
ば
あ
い
を
想
定
し
、
一
類
型
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と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
三
は
、
小
槻
隆
職
の
ば
あ
い
で
あ
る
。
彼
が
建
立
に
関
与
し
た
官
厨
家
領
は
、
前
章
の
分
析
で
明
ら
か
な
よ
う
に
九
ケ
所
に
も
及
ん
で
い

る
。
こ
れ
ら
の
荘
保
す
べ
て
に
亘
っ
て
、
そ
の
開
発
・
経
営
の
「
功
力
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
調
達
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
た
だ
若
狭
国
国
富
保
に
つ
い
て
は
、
そ
の
立
保
が
永
万
元
年
（
＝
六
五
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
年
の
正
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

彼
は
左
大
面
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
就
任
早
々
の
立
保
で
あ
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
開
発
「
功
力
」
の
調
達
の
面
か
ら
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
、
こ
の
年
は
応
保
元
年
（
＝
六
一
）
に
任
命
さ
れ
た
佐
渡
守
の
任
明
け
の
年
に
あ
た
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
佐
渡
守

在
任
中
の
収
取
物
が
、
こ
の
保
の
開
発
の
「
功
力
」
と
し
て
投
入
さ
れ
た
こ
と
は
充
分
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
受
領
の
西
中
収

取
物
の
投
下
も
、
便
補
保
の
開
発
や
経
営
の
「
功
力
」
調
達
の
一
類
型
と
し
て
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
治
承
四
年
（
＝
八
○
）
正
月
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

も
、
伊
賀
守
に
補
任
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
は
直
接
該
当
す
る
便
補
保
は
な
い
。
国
富
保
の
一
例
で
も
っ
て
、
隆
職
が
関
与
し
た
便
補

保
す
べ
て
を
律
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
隆
職
の
ば
あ
い
は
、
国
守
以
外
の
左
大
話
な
ど
の
官
職
か
ら
の
収
入
、
家
領
荘
園
や
先
に
立
保

さ
れ
て
い
た
便
坐
保
か
ら
の
収
取
物
、
そ
の
他
面
厨
家
納
物
が
投
下
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
し
て
、
少
く
と
も
左
大
儲
就
任
以
後
は

彼
の
活
動
の
場
は
京
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
保
の
実
際
の
経
営
は
世
帯
・
荒
山
荘
で
み
た
よ
う
に
、
彼
の
代
官
が
保
司
と
し
て
行
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
感
斎
院
大
別
当
行
円
・
東
大
寺
権
上
座
威
儀
師
覚
仁
・
官
務
小
槻
隆
職
を
例
に
し
て
、
便
補
保
の
開
発
や
経
営
の
「
功
力
」
が
ど
の

よ
う
に
し
て
調
達
さ
れ
た
か
を
考
え
、
徴
税
請
負
い
を
含
む
高
利
貸
活
動
の
蓄
積
・
所
領
荘
園
収
取
物
・
受
領
の
任
中
収
取
物
の
活
用
と
い
う

大
き
な
三
つ
の
類
型
を
た
て
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
飾
職
の
ば
あ
い
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
地
位
や
身
分
に
応
じ
て
、
同
一
人
物
に

お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
が
重
な
り
合
っ
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
類
型
は
在
京
領
主
の
開
発
の
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
一
つ
の
目
安
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
と
こ
ろ
で
、
保
の
領
有
者
で
あ
り
、
立
保
の
申
請
老
が
な
る
こ
と
が
多
い
保
司
は
、
保
の
勧
農
権
や
官
物
収
納
権
を
も
掌
握
し
て
い
た
。
し
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か
し
、
そ
の
支
配
の
実
態
は
一
律
的
に
は
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
穀
倉
院
納
物
便
補
保
と
考
え
ら
れ
る
播
磨
国
小
犬
丸
保
で
は
、

　
…
…
当
保
者
畢
損
［
］
之
境
、
追
レ
年
之
訴
更
無
昌
絶
時
↓
其
中
当
機
一
滴
帯
水
尚
以
難
レ
得
、
嗣
レ
戴
往
古
土
民
等
、
廻
呂
計
略
一
尽
　
功
力
嚇
厳
暑
謡
築
三
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
漉
コ
入
作
田
↓
備
コ
進
年
貢
↓
是
公
平
之
其
一
也
、
…
…

と
あ
り
、
用
水
源
と
し
て
水
田
耕
作
に
不
可
欠
で
あ
る
池
の
構
築
は
、
保
民
た
ち
が
計
画
し
そ
の
功
力
を
尽
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た

と
え
こ
の
ば
あ
い
も
、
官
厨
家
領
便
補
保
と
同
様
に
穀
倉
院
側
の
「
功
力
」
投
下
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自
身
が
保
民
た
ち
に
と
っ
て
は

「
湿
触
計
略
一
」
す
こ
と
の
中
に
含
ま
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
灌
概
池
を
構
築
す
る
た
め
の
労
働
力
は
、
保
民
に
よ
っ
て
担
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
灌
瀧
池
造
成
の
背
後
に
は
、
富
民
の
自
ず
か
ら
の
再
生
産
と
「
自
立
性
」
を
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

す
る
た
め
の
結
合
が
考
え
ら
れ
る
が
、
保
司
の
主
導
す
る
開
発
や
勧
農
も
、
こ
の
よ
う
な
住
人
組
織
の
掌
握
な
し
に
は
そ
の
成
功
は
期
待
で
き
、

な
か
っ
た
。
波
々
伯
部
村
田
堵
ら
の
先
祖
相
伝
所
領
の
寄
進
を
う
け
て
立
保
さ
れ
た
叢
々
伯
部
保
で
も
、
共
同
の
寄
進
行
為
の
背
後
に
あ
る
住

人
組
織
を
、
保
司
行
円
は
感
神
院
神
人
と
し
て
奉
仕
者
集
団
に
編
成
し
直
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
若
狭
国
国
富
保
で
は
、
若
狭
国
税
所
を
掌
握
し
在
庁
官
人
の
筆
頭
に
位
置
し
て
い
た
稲
葉
権
守
時
定
が
下
司
で
あ
り
、
保
務
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

関
わ
り
、
後
に
地
頭
に
継
承
さ
れ
る
諸
権
限
を
も
っ
て
い
た
。
隆
職
の
開
発
は
、
下
司
と
の
問
に
矛
盾
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
一
定
の
協
力
関

係
の
下
で
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
安
芸
国
世
能
・
荒
山
荘
（
保
）
で
は
、
「
凡
海
南
庄
内
地
頭
相
交
之
地
者
、
荒
山
村
・
［
王
村
・
下
世
能
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

等
□
、
又
病
目
久
武
名
一
老
地
頭
名
也
、
官
制
在
村
民
一
半
外
於
二
上
［
H
U
・
郡
司
領
等
一
罪
、
自
酬
一
往
昔
一
地
頭
更
不
二
相
交
一
之
地
也
」
と
あ
り
、

地
頭
の
権
限
の
及
ぶ
範
囲
は
、
地
頭
名
で
あ
る
久
武
名
と
荒
山
村
以
下
の
研
創
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
以
外
の
「
地
頭
不
二
相
交
一
之
地
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
、
保
司
（
預
所
）
の
保
（
荘
）
務
遂
行
を
さ
さ
え
た
の
は
、
公
文
一
当
荘
で
は
史
料
的
綱
約
か
ら
確
認
で
き
な
い
が
、
国
富
保
に
は
存
在
す
る
一

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
便
半
面
で
は
な
い
が
、
東
大
寺
三
面
僧
房
置
酒
防
国
与
田
保
公
文
は
、
公
文
名
二
十
六
町
三
反
余
（
給
田
五
町
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

含
む
）
・
在
家
十
五
宇
を
知
行
し
、
公
文
名
は
保
田
の
中
ば
近
く
に
達
し
て
い
る
。
し
か
も
、
保
司
（
預
所
）
代
と
と
も
に
年
貢
収
納
に
あ
た
り
、
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⑳
　

延
南
米
の
分
与
を
受
け
る
の
は
公
文
の
権
限
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
下
司
や
特
に
公
文
が
在
地
領
主
で
あ
る
便
補
給
に
お
い
て
は
、
保
司
の

支
配
は
そ
の
在
地
領
主
制
を
媒
介
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
保
司
の
支
配
は
類
型
的
に
は
保
民
の
住
人
組
織
を
媒
介
と
す
る
も
の
と
、
在
地
領
主
制
を
介
在
さ
せ
る
も
の
に
大
別
で
き

　
⑳
る
が
、
そ
の
よ
う
な
支
配
の
実
態
を
闘
わ
ず
、
便
補
保
は
中
央
官
衙
の
中
下
級
官
人
や
在
京
の
神
入
・
僧
侶
に
、
済
物
徴
収
と
い
う
国
家
の
保

証
を
受
け
た
場
で
、
勧
農
権
や
所
当
官
物
収
納
権
を
有
す
る
保
司
に
つ
く
道
を
開
き
、
そ
の
所
領
を
用
意
す
る
も
の
と
し
て
存
在
し
、
ま
た
、

諸
司
や
中
央
寺
社
に
と
っ
て
は
、
便
三
保
は
国
家
的
給
付
を
媒
介
と
し
て
、
荘
園
糊
に
即
応
し
た
「
自
前
」
の
家
産
的
経
済
体
面
を
築
く
可
能

性
を
齎
す
も
の
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
承
徳
二
年
十
月
十
五
日
丹
波
岡
騒
々
伯
部
村
立
券
文
案
（
建
内
文
書
　
『
平
安

　
遺
文
』
＝
二
九
八
号
）
、
「
紙
園
畑
島
」
第
一
（
『
八
坂
神
社
記
録
』
下
）
。

②
　
長
寛
二
年
九
月
廿
五
日
官
宣
旨
（
古
文
書
纂
二
坂
本
蓮
華
院
文
書
　
『
平
安
遣

　
文
』
三
三
一
〇
号
）
、
「
舐
園
社
記
」
第
　
（
『
八
坂
神
祉
記
録
』
下
）
。

③
応
保
二
年
三
月
七
日
下
野
国
司
庁
寛
（
東
南
院
文
書
五
ノ
十
四
『
平
安
遺
文
』

　
三
一
九
四
号
）
に
、
「
殊
致
二
能
治
一
可
二
開
発
一
之
由
、
保
司
所
下
令
二
申
請
一
殿
上
也
」

　
と
敬
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
永
万
元
年
十
二
月
十
七
日
下
野
国
司
庁
宣

　
案
（
東
大
寺
文
書
四
ノ
四
十
一
　
『
平
安
遺
文
』
三
三
七
二
号
）
に
は
、
　
「
然
而

　
本
寺
沙
汰
人
威
儀
師
覚
仁
桟
有
丁
被
二
二
講
【
状
と
と
あ
り
、
戸
矢
子
郷
付
加
の
申

　
請
を
覚
仁
が
行
っ
て
い
る
。
ざ
ら
に
、
こ
の
文
書
の
端
裏
に
は
、
「
正
文
付
二
威
儀

　
師
｝
了
」
と
あ
り
、
国
司
庁
宣
の
正
文
が
覚
仁
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

　
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
覚
仁
が
単
車
保
の
保
司
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が

　
で
き
る
。

④
大
山
疵
前
掲
論
文
。

⑤
史
料
中
に
み
え
る
「
功
力
」
と
い
う
用
語
に
は
、
労
働
力
編
成
も
含
ま
れ
る
可

　
能
性
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
開
発
経
営
の
フ
ァ
ン
ド
の
意
味
で
使
用
す
る
。

⑥
「
舐
園
裁
記
」
第
一
（
『
八
坂
神
社
記
録
』
下
）
。

⑦
「
祇
園
社
団
」
第
一
（
『
八
坂
神
社
記
録
』
下
）
。

⑧
　
高
利
貸
活
動
を
営
む
神
人
と
し
て
、
β
吉
神
人
が
署
名
で
あ
る
が
（
保
延
二
年

　
九
月
日
明
法
博
嵐
勘
文
案
、
壬
生
家
文
書
　
『
平
安
唐
文
』
二
三
五
〇
号
）
、
保

　
元
新
制
で
神
人
濫
行
が
停
止
さ
れ
て
い
る
神
社
に
舐
園
感
神
院
も
入
っ
て
お
り
、

　
特
別
に
区
別
す
る
根
拠
も
乏
し
い
。

⑨
　
応
保
二
年
三
月
七
日
下
野
国
司
誤
聞
（
東
南
院
文
書
五
ノ
十
廻
　
『
平
安
遺
文
』

　
三
一
九
四
号
）
D

⑩
　
久
安
四
年
五
月
十
日
東
大
寺
封
戸
進
士
注
進
状
案
・
同
年
五
月
十
六
日
東
大
寺

　
制
到
一
異
観
…
否
等
注
進
状
案
Ω
果
由
閑
許
文
雷
一
一
ノ
一
一
　
『
平
｛
女
遺
文
』
二
六
四
七
・
四

　
八
号
）
の
注
進
者
は
覚
仁
で
あ
る
。

⑪
石
母
田
正
『
中
世
的
世
界
の
形
成
』
第
四
章
第
罵
即
「
古
代
の
再
建
」
。

⑫
応
保
二
年
五
月
昔
二
日
官
宣
旨
（
東
大
寿
文
書
鰯
ノ
一
『
平
安
遺
文
』
芝
二
二

　
一
号
）
等
。

⑬
「
戴
生
家
譜
」
隆
職
の
項
。

⑭
　
『
山
早
早
』
応
保
元
年
九
月
十
五
陸
々
。

⑭
　

『
玉
葉
』
治
承
四
年
正
月
廿
八
日
条
。

⑯
　
第
二
章
注
⑦
。
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⑰
建
久
八
年
四
月
冊
日
官
宣
旨
（
『
続
左
丞
抄
臨
第
一
『
鎌
倉
遺
文
』
九
＝
一
号
）
。

⑲
　
黒
照
俊
雄
「
村
落
共
同
体
の
中
世
的
特
質
」
　
（
同
『
臼
本
中
世
封
建
制
論
』
）
、

　
河
音
氏
前
掲
論
文
。

⑲
　
承
元
元
年
十
二
月
日
関
東
下
知
状
（
壬
生
家
文
書
腕
鎌
倉
迷
文
』
一
七
〇
九
号
）
。

⑳
　
承
久
三
年
十
月
八
日
官
使
清
原
望
楼
申
状
案
（
京
大
図
書
館
所
蔵
湾
家
文
書

　
『
鎌
倉
遺
文
』
二
八
四
五
号
）
。

⑳
　
建
保
四
年
八
月
十
七
日
将
軍
家
政
所
下
文
（
壬
生
家
文
書
　
　
『
鎌
倉
遺
文
』
二

　
工
五
八
号
）
。

⑫
　
田
村
磯
前
掲
論
文
。

＠
　
正
応
三
年
七
月
日
周
防
国
与
濁
保
雑
掌
陳
状
案
（
東
大
寺
文
書
四
－
十
八
）
。

⑳
　
河
西
能
平
氏
の
「
領
主
的
保
」
　
「
農
罠
上
童
」
の
二
類
型
は
、
保
に
お
い
て
そ

　
れ
ぞ
れ
地
位
と
権
限
を
異
に
す
る
保
司
と
下
司
・
公
文
を
区
別
せ
ず
に
た
て
ら
れ

　
て
お
り
、
史
料
的
に
若
干
問
題
は
残
る
が
、
保
の
支
配
の
実
態
に
即
し
て
み
る
な

　
ら
ば
、
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
い
え
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

便補保の成立について（勝山）

　
納
官
洋
物
の
納
入
制
度
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
聖
算
保
の
成
立
を
把
え
よ
う
と
し
た
本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
便
補
給
の
諸

司
領
と
し
て
の
確
立
を
ま
と
め
、
鎌
倉
中
期
以
降
に
お
け
る
警
官
済
物
の
「
料
国
綱
」
展
開
の
見
通
と
残
さ
れ
た
課
題
を
述
べ
て
結
び
に
代
え

た
い
。

　
主
殿
寮
領
端
補
保
は
「
主
殿
寮
解
」
に
よ
れ
ば
、
文
治
六
年
置
＝
九
〇
）
ま
で
に
立
保
さ
れ
た
五
ケ
所
の
う
ち
ニ
ケ
所
は
、
前
年
に
建
立
さ

れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
し
か
も
地
頭
や
他
権
門
の
押
領
を
受
け
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
寮
領
と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
は
い
い

難
い
。
二
六
家
領
で
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
か
ら
九
年
に
か
け
て
、
新
た
に
建
立
さ
れ
た
便
補
導
の
み
な
ら
ず
そ

れ
ま
で
に
立
論
さ
れ
て
い
た
便
警
保
も
、
官
符
や
宣
旨
に
よ
り
一
国
平
均
の
役
や
国
使
入
学
の
免
除
を
え
て
荘
園
化
さ
れ
る
例
が
い
く
つ
も
み

ら
れ
る
。
こ
れ
は
官
厨
家
領
便
補
保
が
官
省
符
荘
と
同
質
化
し
て
ゆ
く
方
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
大
炊
寮
領
便
補
保
が
、
正
治
元
年
（
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

九
九
）
九
月
八
日
官
宣
旨
に
よ
り
、
国
司
遷
替
に
か
か
わ
り
な
く
慢
罵
便
補
保
と
し
て
一
国
平
均
の
役
免
除
と
国
使
不
入
の
特
権
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
諸
司
領
導
融
雪
の
官
省
符
荘
化
の
動
向
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。
諸
司
領
以
外
で
も
、
端
縫
院
領
「
酉
ケ
保
」
の

ば
あ
い
を
み
る
と
、
少
く
と
も
近
江
国
守
富
保
・
同
国
坂
田
保
・
丹
波
国
璽
々
伯
部
保
の
三
ケ
所
は
、
元
久
二
年
（
＝
一
〇
五
）
ま
で
に
次
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

官
宣
旨
や
院
庁
下
文
に
よ
り
国
使
不
入
・
驚
喜
事
国
役
免
除
と
さ
れ
、
　
「
潅
官
省
符
之
地
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
以
上
の
諸
悪
と
官
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厨
家
領
便
補
薬
が
ほ
ぼ
小
槻
寒
露
の
官
務
在
任
中
一
建
久
九
年
～
貞
応
二
年
（
一
端
弔
電
）
一
に
そ
の
形
成
を
終
え
た
こ
と
や
、
大
炊
寮
領
諸
国

便
寛
保
が
承
久
三
年
（
＝
三
一
）
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
建
久
年
間
か
ら
遅
く
と
も
承
久
・
貞
応
年
問
ま
で

は
、
便
補
保
が
本
来
的
に
も
っ
て
い
た
国
守
段
階
の
便
宜
的
な
調
度
で
あ
る
と
い
う
直
感
的
隠
約
が
克
服
さ
れ
る
と
と
も
に
、
便
補
保
が
朝
廷

に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
権
門
諸
司
領
と
し
て
最
終
的
に
確
立
す
る
時
期
だ
と
い
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
鎌
倉
初
期
は
諸
司
領
便
補
保
の
確
立
期
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
が
、
表
①
②
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
諸
司
納
物
負
担
国
す

べ
て
に
亘
っ
て
便
補
保
が
立
保
さ
れ
、
所
領
と
し
て
確
保
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
の
負
担
国
で
は
、
納
物
弁
済
は
ま
す
ま
す
期
待

で
き
な
く
な
る
。
造
酒
司
で
は
嘉
禄
二
年
（
ご
三
六
）
、
納
物
負
担
国
十
ニ
ケ
国
中
便
補
保
が
立
て
ら
れ
て
い
た
河
内
・
和
泉
・
摂
津
三
ケ
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

以
外
の
国
々
は
す
べ
て
「
無
二
所
済
こ
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
仁
治
元
年
（
ご
一
四
〇
）
に
至
っ
て
、
「
且
無
二
傍
例
ハ
内
蔵
寮
・
内
膳
司
者
、

於
二
野
辺
ハ
召
周
取
魚
鳥
交
易
之
上
分
ハ
備
尉
進
日
次
供
御
｛
左
右
京
職
者
、
仰
望
獄
中
之
保
≧
｛
宛
講
論
染
藍
井
人
夫
等
｛
装
束
聖
者
、
宛
二
野
市

之
苧
売
買
之
輩
上
分
ハ
此
外
之
例
不
レ
可
二
勝
計
一
」
と
い
う
他
官
衙
の
例
に
な
ら
っ
て
、
「
君
門
東
西
両
京
井
論
理
屋
等
ハ
一
年
中
選
一
宇
別
宛
副

召
粟
酒
一
升
一
」
と
、
納
物
未
済
を
補
う
狙
い
か
ら
酒
屋
役
の
徴
収
が
申
請
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
時
に
は
朝
議
の
結
果
新
客
と
し
て
却
下
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
諸
司
納
物
の
「
料
国
舗
」
が
実
質
的
な
意
味
を
失
っ
た
鎌
倉
中
期
以
降
、
こ
の
よ
う
な
「
和
市
交
易
之
課
役
」
が
、
便
補

保
以
下
の
諸
司
領
や
率
分
銭
（
所
）
と
な
ら
ん
で
、
諸
司
の
財
産
と
し
て
大
き
く
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
最
後
に
本
稿
で
充
分
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
闘
題
を
今
後
の
課
題
と
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
本
稿
で
は
諸
司
納
物

を
納
官
累
物
の
中
に
解
消
さ
せ
て
論
じ
て
き
た
が
、
納
官
蝉
茸
の
中
に
は
様
々
な
種
類
の
納
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
は
朝
廷
の
諸
公
事
と

の
関
連
で
、
納
官
質
物
の
内
容
を
よ
り
綿
密
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
納
官
物
と
と
も
に
便
補
保
に
便
補
さ
れ
る
対
象

と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
封
物
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
封
戸
制
度
の
解
体
過
程
を
よ
り
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
も
要
請
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
際
、
納
官
物
と
同
様
に
封
戸
制
度
に
お
い
て
も
、
　
「
公
田
官
物
率
法
」
成
立
の
持
っ
た
意
味
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
他

本
稿
の
一
方
の
前
提
で
あ
る
保
の
成
立
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
思
う
。
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①
　
『
師
道
記
』
貞
治
三
年
四
月
巻
裏
文
書
。

②
　
「
舐
園
社
記
」
第
一
（
『
八
坂
神
社
記
録
』
下
）
、
文
治
三
年
十
月
十
七
日
後
白

　
河
院
値
下
文
案
（
東
洋
文
庫
所
蔵
飛
経
記
寛
喜
三
年
四
月
巻
裏
文
書
　
　
『
鎌
倉
遺

　
文
』
二
七
六
号
）
、
元
久
二
年
三
月
二
日
後
鳥
羽
院
霜
露
文
案
（
東
洋
文
庫
所
蔵
艮

　
経
記
寛
喜
三
年
四
月
巻
裏
文
書
）
。

③
『
平
戸
記
』
仁
治
元
年
閏
十
月
十
七
日
条
、
こ
の
項
は
こ
の
条
に
よ
る
。

（
付
記
）

本
稿
作
成
に
際
し
、
日
本
史
研
究
会
中
世
史
部
会
の
諸
氏
か
ら
様
々
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
国
立
国
会
図
書
館
、
名
古
屋

大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
か
ら
は
史
料
閲
覧
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
。

併
せ
て
感
謝
の
意
を
衰
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
火
学
大
学
院
生

便補保の成立について（勝山）
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On　the　Making　of　B6mpo4no－ho便補保

　　　　　　by

Seiji　Katsuyama

　　The　system　of　shoshi－nδmotsu諸司納物or　the　purveyance　to　the

central　govemment　o銀ces　in　the　later　Heian平安and　the血吻嬬蹴α鎌

倉ages　has　not　been量nquired　into　adequately，　hitherto．　In　th圭s　article，

1　aim　to　grasp　the　mal〈ing　of　bemPo－no－ho，　whidh　was　a　sort　of　feudal

domain，　through　the　study　of　the　system，　and　to　examine　it　in　the

context　Gf　the．　purveyance　system　of　nδkan－fafee－saimotsu納官封家済物，

including　fukomotsu封戸物．

　　Shoshi－nbmotsu　in　these　ages，　except　some　particulars，　was　collected

in　the　system　of　ryδfeoleusei料国恩，　which　had　been　established　as　a

s夕＄tem　in　the　reign　of　Oosα吻δ一7珈％δ後三条天皇．　From　the　later　tweL

fth　century　on，加ん㎎θ部下，　wh呈ch　means　the　pur▽eyance　on　the

several　spots，　became　prevalent．　The　making　of　bempo－no－ho　was　due

to　the　development　of　these　systems　of々。肱980r　bempo弁補．

　　By　the　way，　in　its　early　timeメ励6封家or　shoShi諸司petitioned　for

the　permission　to　make　tkeir　private　domains　into　bempo－no－lto，　we，

therefore，　need　to　esteem　the　role　of　fafee　or　shoshi　i’n　the　making　of

bemPo－no－ho　more　highly　than　before，　admitting　that　it　was　a　coopera－

tive　product　of　leoflushu国守and　falee　or　shoshi．

　　On　the　other　haRd，　the　oflices　which　managed　court　affairs　came・　to

have　bemPo－no－ho　on　account　of　the　・diminution　of　purveyance，　while

these　moved　into　shosnt’s　hands　between　the々6瞬頭建久andブδ勿露

承久period　in　the　early　Kamaleasra　age．　After　the　mid　Kamakura　age，

purveyance　without　bemPo－no－ho　would　not　be　reallzed．　Then　washi－

kδeki－no－leαefei和市交易之課役appeared　iA　tum　as　financial　source　of

shoshi．　Ryo－feoleusei　of　shoshi－no－motsu　lost　its　rneanings　in　this　very　era．

（986）




